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代
官
所
機
構
の
改
革
を
め
ぐ
っ
て

森

杉

夫

は
　
し
　
が
　
き

佐
々
木
潤
之
介
氏
『
幕
藩
権
力
の
基
礎
構
造
』
。
石
川
準
吉
氏
『
江
戸
時
代
代
官

制
度
の
研
究
』
な
ど
の
著
書
。

　
幕
藩
体
制
社
会
は
、
周
知
の
ご
と
く
「
百
姓
」
の
剰
余
労
働
を
年
貢
・
諸
役
と

し
て
搾
取
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
存
続
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
直
接
年
貢
徴
収
に
あ
た
る
郡
代
・
代
官
の
任
務
は
誠
に
重
大
で
あ

っ
た
。
と
く
に
一
般
に
「
百
姓
」
か
ら
、
そ
の
全
剰
余
労
働
を
搾
取
す
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
（
2
）

で
き
な
く
な
っ
た
、
幕
藩
体
制
の
第
二
段
階
（
「
第
三
段
階
」
）
以
後
に
な
る
と
、
郡

代
・
代
官
の
責
務
は
ま
す
ま
す
重
大
と
な
っ
た
。

　
徳
川
幕
府
は
こ
の
よ
う
な
変
化
に
対
処
し
て
、
郡
代
・
代
官
が
そ
の
任
務
を
完

遂
す
る
よ
う
、
種
々
の
代
官
対
策
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
幕
府
の
代
官
対
策
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
数
多
く
の
す
ぐ
れ
た
、
ま
た
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

益
な
硯
究
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
な
お
明
ら
か
で
な
い
点
が
少
な
く
な
い
。

　
本
稿
は
こ
れ
ら
の
す
ぐ
れ
た
業
績
に
み
ち
び
か
れ
な
が
ら
、
享
保
改
革
期
を
申

心
と
し
て
、
．
代
官
所
機
構
の
改
革
に
関
し
て
の
べ
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
（
1
）
安
良
城
盛
昭
氏
『
幕
藩
体
制
社
会
の
成
立
と
構
造
』
。

　
　
（
2
）
佐
々
木
潤
之
介
践
「
幕
逆
読
に
お
け
る
畿
内
の
地
位
に
つ
い
て
」
（
『
P
橋
論
叢
』

　
　
　
　
四
七
巻
三
号
）
。

　
　
（
3
）
例
え
ば
安
良
城
盛
昭
氏
前
掲
書
。
大
石
慎
三
郎
氏
『
享
保
改
革
の
経
済
政
策
』
。

　
　
　
　
辻
達
也
氏
『
享
保
改
革
の
研
究
』
。
北
島
正
元
氏
『
江
戸
幕
府
の
権
力
構
造
』
。

代
富
所
機
構
の
改
革
を
め
ぐ
っ
て

一二

繩
ｯ
粛
正
と
代
官
所
機
構
改
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
代
官
粛
　
正

　
幕
府
民
政
の
最
先
端
に
あ
っ
て
、
直
接
農
民
統
治
、
年
貢
徴
収
な
ど
に
あ
た
っ

た
の
は
郡
代
．
代
官
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
幕
府
は
、
代
官
所
の
仕
置
に
最
大

の
関
心
を
示
し
、
か
れ
ら
が
非
分
・
不
正
を
行
な
わ
な
い
よ
う
に
厳
命
す
る
と
と

も
に
、
か
れ
ら
の
年
貢
滞
納
を
き
び
し
く
取
り
締
っ
た
。

甥
も
幕
府
は
慶
量
奉
（
一
六
一
⑤
。
宅
月
に
は
代
官
所
の
賦
霧
会
計

を
督
責
し
、
元
三
五
年
（
一
六
一
九
）
三
月
、
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
三
月
に
は

年
貢
の
年
内
皆
済
を
命
ず
る
（
所
に
よ
っ
て
は
明
春
ま
で
延
期
す
る
こ
と
を
認
め
る
）
と

と
も
に
、
先
代
官
の
未
進
を
当
代
官
が
き
び
し
く
と
り
た
て
て
上
納
す
べ
き
こ
と

を
令
達
し
た
。
さ
ら
に
寛
永
二
一
年
正
月
に
は
「
物
毎
致
正
路
、
奢
り
心
無
之
、
及

所
才
覚
致
シ
、
御
用
無
比
調
之
、
御
勘
定
引
負
不
仕
様
二
、
常
々
二
相
嗜
」
き
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

と
を
厳
達
し
た
の
で
あ
っ
た
。
，

　
し
か
し
現
実
に
は
河
内
の
丹
北
・
志
紀
両
郡
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
年
以
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

の
皆
済
は
困
難
で
あ
っ
た
。

一



第俵 代 官 処 罰 表 （慶長～延宝）

処罰年月　職　　名 氏　名　処　罰i処罰理由 史　　　料

慶長11．1 近江代官 彦　坂元成 改易 田鰻 ④　38巻P．403
G　2輯P．818～9

16．3

1
朕
．
1

1
権
太
小
三
郎
1 〃 山境争の訴に非分 ㊥　5輯P．963

18．5 甲斐〃 平岡　同道
食禄公収・逼塞
iなお2万石は支配）

大久保長安の男に幕領の金銀を預けた不束

③　2輯P．502

18．8

　　　　　　「　　　，　　　層　L　．　　　．　．　　．　　一　　　一

^細鴫包 改易 大久保長安の私曲に連
ｿ ⑥　5輯P．957

寛永
“i山岡景次　i

勘気を蒙る 私曲の属吏逃亡 ④　39巻P．509

18．6
1杉　田　勝　政

相続延期
父忠次（寛永18．6死）

ﾎ見銀山代官在職時の
N貢滞納

⑧　5輯P．971

19．5 代官 南条宗右衛門
内藤政晴へ預7月切腹 富商とはかり、米穀し

ﾟ置
④　40巻P．274、280

掾@2巻P．263

19．閏9 伊豆代官 小　林　重定 中川久盛へ預 私曲のはからい露顕 ④　40巻P．279
B　7輯P．424

正保2．12 秋　山幸正 相続延期
猛雨重（正保2．12死）

ﾝ職時の年貢滞納 ⑧　2輯P．39

治　2，11 代官 松平正直 改易
狂言師との出入に偽りの届出

④　41巻P，335

寛文5．3 豊後代官 小川　正久 改易（後また代官） 属吏の私曲
④　41巻P．529
B　5輯P，523

7．101代官 細　田　時徳 内藤信良へ預
布川新田開発の不都
〟A偽り言上

④　41巻P．624
L　5輯P．958

〃 〃 近　山　安高 秋田盛季へ預 〃
④　41巻P．624
G　1輯P．1068

7．11 播磨代官 多羅尾光好 免職・閉門 隠田を見逃し、税額減 ④　41巻P．625
B　5輯P．981

8．8 宮崎道常　兄弟

2人大名へ預9．102人流罪・2人大

ｼ預

父道次（8．5死）遠信
繩ｯ在職時の年貢滞納

④　42巻P．22
G　6輯P．481～

宝4．5 長崎代官 末　次平蔵 流罪 私曲 ④　42巻P．237

5，7　　代官 福村長右衛門 〃 年貢滞納・臓罪 ④　42巻P，265
G　1輯P．808～9

〃 〃 関口　作左衛門 切腹 〃 ④　42巻P．265

〃 〃 佐　野平兵衛 流罪 〃
④　42巻P．265
G　5』輯P．469

代
官
所
機
構
の
改
革
を
め
ぐ
っ
て

④はr編国史大系』、⑧はr寛政重修諸家譜』、◎はr日本財政経済史料』を示す。



　
か
く
て
幕
府
は
慶
安
二
年
目
一
六
四
九
）
幕
領
の
取
箇
郷
帳
を
作
製
さ
せ
、
こ

れ
鋒
個
々
の
代
官
に
ゆ
だ
ね
て
い
た
年
貢
徴
収
を
、
勘
定
所
に
統
一
的
に
掌
握

さ
せ
る
と
と
も
に
、
五
年
正
月
に
は
そ
の
年
の
年
貢
は
翌
年
三
月
に
中
勘
定
し
、

正
規
の
決
算
は
さ
ら
に
そ
の
一
年
後
に
す
る
こ
と
に
年
貢
算
用
仕
法
を
改
め
、
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

官
が
年
貢
を
未
進
・
滞
納
し
な
い
よ
う
に
令
達
し
た
。
以
後
こ
の
仕
法
は
享
保
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

○
年
（
一
七
二
五
）
ま
で
ひ
き
つ
づ
き
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
幕
府
は
こ
の
よ
う
に
代
官
の
年
貢
の
未
進
・
滞
納
の
絶
無
を
は
か
る
一
方
、
か

れ
ら
の
非
分
・
不
正
を
と
り
し
ま
り
、
そ
の
私
曲
を
摘
発
し
て
、
こ
れ
を
処
分
す

る
こ
と
を
お
こ
た
ら
な
か
っ
た
。
つ
ぎ
に
延
宝
期
ま
で
の
代
官
処
罰
と
そ
の
理
由

を
表
示
し
よ
う
（
第
1
表
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
こ
の
ほ
か
処
罰
さ
れ
た
代
官
に
、
西
山
昌
行
（
家
康
に
仕
え
美
濃
代
官
と
な
る
。
某

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

年
死
亡
。
出
納
に
不
正
が
あ
り
、
采
地
公
言
）
、
近
山
安
茂
（
寛
永
一
九
年
四
月
代
官
と
な

り
、
の
ち
ゆ
え
あ
っ
て
食
禄
没
収
、
延
宝
三
年
七
月
死
亡
）
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
父
の

代
官
在
職
時
の
年
貢
滞
納
の
た
め
、
そ
の
死
後
相
続
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
例
と
し

　
　
　
　
（
1
1
）

て
乙
幡
重
言
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
処
罰
は
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
年
貢
を
滞
納
し
て
い
た
代
官
を
例
示
す
れ

ば
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
1
2
）

　
小
泉
吉
綱
　
　
　
元
和
六
年
代
官
と
な
り
、
寛
永
六
年
八
月
死
亡
。

　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
長
谷
川
正
清
　
　
寛
文
八
年
代
官
と
な
り
、
延
宝
三
年
死
亡
。

　
　
　
　
（
1
4
）

　
彦
坂
義
重
　
　
　
寛
文
」
二
年
代
官
と
な
り
、
延
宝
三
年
死
亡
。

　
　
　
　
（
1
5
）

　
曽
根
友
広
　
　
　
延
宝
三
年
代
官
と
な
り
、
八
年
死
亡
。
男
広
定
が
貞
享
四
年

　
負
金
を
皆
済
。

　
　
　
　
（
1
6
）

　
興
津
良
重
　
　
　
延
宝
五
年
代
官
と
な
り
、
天
和
元
年
辞
職
。
貞
享
四
年
在
職

　
時
の
負
金
を
清
算
。

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
寛
永
末
期
以
降
と
く
に
寛
文
・
延
宝
期
に
代
官
の
年
貢
引
負

に
よ
る
処
罰
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

代
官
所
機
構
の
改
革
を
め
ぐ
っ
て

　
こ
の
よ
う
な
趨
勢
に
対
し
て
、
幕
府
は
地
方
統
治
機
構
の
刷
新
を
は
か
っ
た
。

す
な
わ
ち
延
宝
八
年
（
一
六
八
○
）
八
月
農
政
専
管
の
老
中
を
設
％
．
翌
天
和
元

年
（
一
六
八
一
）
二
月
に
は
勘
定
役
埋
入
に
役
料
と
し
て
百
両
つ
つ
与
え
て
総
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

官
の
年
貢
未
進
の
検
査
を
命
じ
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
六
月
に
は
勘
定
組
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

に
総
代
官
の
会
計
を
査
検
さ
せ
、
こ
れ
を
機
と
し
て
代
官
の
粛
正
を
行
な
っ
た

　
（
第
2
表
）
。

　
綱
吉
治
世
の
二
九
年
間
に
代
官
が
四
〇
名
、
祖
父
・
父
の
代
官
在
職
時
の
年
貢

延
滞
に
よ
る
も
の
を
い
れ
れ
ば
、
五
一
名
が
免
職
な
い
し
死
刑
に
処
せ
ら
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

る
。
元
禄
一
五
年
の
代
官
数
は
六
〇
名
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
処
罰
数
が
い
か
に
多

か
っ
た
か
が
分
か
る
。
こ
の
う
ち
年
貢
滞
納
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
た
の
は
、
代
官

で
は
六
千
両
を
延
滞
し
た
藤
林
厚
真
以
下
一
九
名
（
処
罰
さ
れ
た
代
官
の
約
半
分
）

で
あ
り
、
祖
父
・
父
の
代
官
在
職
時
の
そ
れ
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
た
も
の
を
ふ
く

む
と
、
実
に
三
〇
名
（
約
五
九
％
）
に
も
お
よ
ぶ
。
し
か
も
こ
れ
は
単
に
取
り
締

り
だ
け
を
き
び
し
く
し
た
の
で
は
な
く
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
八
月
に
関
西

の
代
官
に
は
二
百
両
、
関
東
の
代
官
に
は
百
両
つ
つ
貸
与
し
た
う
え
で
の
こ
と
で

　
　
（
2
1
）

あ
っ
た
。
こ
れ
だ
け
貸
与
さ
れ
て
も
、
な
お
そ
の
直
後
の
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）

以
降
負
金
に
よ
る
処
罰
が
続
出
し
て
い
る
。
　
（
代
官
で
一
四
名
、
祖
父
・
父
の
負
金
未

清
算
に
よ
る
も
の
を
い
れ
る
と
二
五
名
）
。
こ
の
ほ
か
引
負
で
処
罰
こ
そ
さ
れ
な
か
っ

た
が
、
当
国
負
金
の
あ
．
た
代
官
を
あ
げ
・
夢
小
川
施
（
献
墾
R
輩
畔

・
）
、
上
汐
胤
（
讐
茎
～
正
徳
三
年
目
、
上
淋
言
草
寛
文
至
野
縁
≡
年
）
、

雪
見
勤
皇
文
五
～
万
古
三
年
）
、
鉾
好
墾
讐
文
六
爵
禄
七
年
鳥
山

精
元
（
餓
館
寛
文
六
～
元
禄
一
四
年
）
、
小
野
正
好
（
献
囎
寛
文
一
一
～
元
禄
二
年
）
、
万
年
頼

鷺
鷺
嚢
尾
言
書
叢
暴
聾
鰹
藤
瀞

禄
一
三
年
目
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
処
罰
理
由
が
滞
納
か
ど
う
か
明
ら
か
に
し
え
な

い
が
（
第
2
表
）
、
当
時
近
江
の
代
官
で
あ
っ
た
井
狩
十
助
練
囎
～
元
禄
二
年
）
も

三



第2表 代 官 処 罰 表 （綱吉時代）

処罰年月 名1職　　氏　名　処　罰【処罰舳　　史　料
天和　1．2 代　　官 伊奈忠　利 改易、上杉亭亭へ預 職務怠慢

④　42巻P．400
G　5輯P．908

2．3 〃 彦坂平九郎 流罪
父の年貫滞納と本人の
｡寸・年貢滞納

④　42巻P．440
G　2輯P．819

〃 〃 長谷川猪（伊）兵衛 追放
父正清以来の公金浮
ﾝ、年貢滞納

④　42巻P．440
G　5輯P．542

2．10 〃 大柴直増 〃 奉職亭亭 ④　42巻P．464
G　7輯P．328～9

〃 〃 中　村　之　重 〃 仕置・行状不良 ④42巻P．464
G　4輯P．50

〃 〃 中川八郎左衛門
青山忠雄へ預11月切腹

職務不良・年貢延滞 ④　42巻P．466
G　2輯P．401

2．11 〃 野村為政 免職 ⑧　3輯P．199

3．3 〃
川　井　忠　次
i川合助左衛門）

免職・閉門
ｳ禄2年4月切腹

奉職無状
ﾘ腹は臓罪・年貢滞納

④42巻P．475、43巻
o．43⑧6輯P．12

貞享2．6 〃 吉川　源蔵 流罪 遊興に耽り挙動不良 ④　42巻P。548～9

〃 〃 市　岡　清次 〃 〃
④　42巻P．548～

G　3輯P．24

〃 〃 観音寺朝舜 免職・閉門
吉川・市岡の遊興に連
ｿ

④　42巻P．549
G　7輯P，345

〃 〃 多羅尾光忠 〃 〃
④　42巻P．549
G　5輯P．981

4．7 〃 竹　内　信就 六郷政晴へ預 論二二検不良 ④　42巻P．605
G　6輯P．42

〃 〃 岡上次郎兵衛 流罪、12月切腹
奉職無状・臓罪・年貢

ﾘ納
④42巻P．605、619
G　6輯P．680

元禄　1．3 〃 大久保平兵衛 免職・閉門 奉職無状 ④　43巻P．　5
B　8輯P．1004

1．7 〃 西　山　昌　春 逼塞 二軍を請托 ④　43巻P．18
G　5輯P．136

1．8 〃 藤林惟真 斬罪 背命・延滞6000両 ④43巻P．20
D　7輯P．126

2， 小野昌昌 相続不許可
父正好の代官在職時の
焔 ⑧　4輯P．117

2．4 代　　官 大橋六左衛門 切腹 臓罪・年貢滞納 ④　43巻P．43

〃 〃 高室　昌　貞 〃 〃
④　43巻P．43
G　2輯P．142

〃 〃 小泉次大夫 流罪 〃
④　43巻P．43
D　5輯P．925

〃 設楽佐太郎 〃

野太郎兵衛代官在職時の負金

④　43巻P．43
G　6輯P．928

〃 山　田　元貞 采邑公収・相続延期

父
元
親
代
官
在
職
時
の
負
金 ④　43巻P．43

M　4輯P．65

2．4 代　　官 平野　藤次郎 免職・逼塞 職務不良 ⑬　6輯P．164

〃 〃 井狩十助 〃 職務不良 ⑧　6輯P．861
一

代
田
所
機
構
の
改
革
を
め
ぐ
っ
て

四



代
官
所
機
構
の
改
革
を
め
ぐ
っ
て

五

処罰年月 職　　名　氏　　　名 処　　　　罰 処罰理由　　　史　　　料

元禄2． 」代　官 豊　島　勝正 免職・逼塞ｳ禄10年流罪

職務不良、流罪は臓罪1④・年貢滞納による

　　43巻P．314
G　6輯P．937～8

〃 〃 伊奈忠恕 〃 〃 ④　43巻P．314
G　5輯P．907

〃 〃 天羽　七右衛門 〃 〃
④　43巻P．314
G　7輯P。348

〃 〃 壼井　次右衛門 免職・逼塞
ｳ禄10年追放

〃　　　追放は二二・年貢滞納による ④　43巻P．314
G　7輯P．585

〃 〃 熊沢良泰 〃 職罪・年貢滞納 ④　43巻P．314
G　6輯P．859

（5。4）
〃 由　比　光憲 免職・逼塞 故あって ⑤　3輯P，850

5．11 〃 井　出　正基 養子不許可H禄鼻綱
年貢滞納 ③　6輯P．720

6． 諸星　政成 相続延期

父
政
照
代
官
在
職
時
の
負
金 ⑧　7輯P．278

8．6 代　　官 五味憎憎 流罪 私曲 ④　43巻P．234
B　5輯P．332

10． 長谷川　長考 相続延期
父勝行代官在職時の負

③　5輯P．539

10． 代　　官 秋三朝就 免職・陳米収公 故あって ⑧　6輯P．31

10．11 大久保八郎兵衛 追放
父平兵衛代官在職時の
焔 ⑬　8輯P．1004

〃 代　　官 宮　崎重　尭 〃 臓罪・年貢滞納 ④　43巻P．314
G　6輯P。477

〃 〃 守屋助之進 〃 〃 ④　43巻P，314

〃 小野貞頼 〃
祖父正好代官在職時の
焔

④　43巻P，314
B　4輯P．117

〃 代　　官 亘理八郎兵衛

l
I
1
〃

並木・年貢滞納・引負41貫765匁5分のうち、10貫620目を返し、元

¥4年時、晶晶31貫140
ﾚ余

④　43巻P．314
@r京都覚書』坤

〃 井狩平七郎 〃

父
十
助
代
官
在
職
時
の
負
金 ⑧　6輯P．861

12．2 代　　官 吉　田　勝輝 免職 職務不習練 ④　43巻P．358

13．4 設楽光能 相続延期
父能武代官在職時の年
v延滞 ⑧　6輯P．930

13．6 太　田　勝吉 〃
父勝輝代官在職時の年
v延滞 ⑥　7輯P．612

14．8 代　　官 秋　山　正親 免職 奉職無骨 ⑬　2輯P．44

〃 〃 岡　田　俊易 〃 務にかなわず ⑧　7輯P．716

〃 〃 山木　明治 〃 〃 ⑬　3輯P．1101
’

〃 長谷川　勝峯 逼塞 年貢負金 ⑧　5輯P．532～3

宝永1．6 八木権平 追放
父長信代官在職時の年
v負金 ④　43巻P，542

4．4 代　　官 鈴木正守 改易 賄所六尺に刃傷 ④　43巻P．652

①④はr編国史大系』を、⑧はr寛政重修諸家譜』である。

②吉田作之進勝輝と太田作之進勝輝とは別人か否か、後考をまつ。



代
官
所
機
構
の
改
革
を
め
ぐ
っ
て

そ
の
一
人
で
あ
る
。

　
こ
の
う
ち
畿
内
や
三
州
（
瀧
覗
姫
朗
）
の
代
官
で
あ
っ
た
も
の
の
、
元
禄
四
年
時
の

引
負
銀
高
を
例
示
す
る
と
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
小
川
正
久
は
豊
前
・
豊
後
・
山
城
・
河
内
・
丹
波
・
播
磨
・
丹
後
の
代
官
を
歴

任
し
、
合
計
六
四
五
貫
目
余
り
穫
詐
醐
連
想
瓢
O
O
胡
裁
㏄
敵
《
以
）
の
引
負
を
つ
く
っ
て
い

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
豊
前
豊
後
力
）
　
（
天
和
2
・
3
）

　
一
銀
六
百
三
拾
四
貫
目
余
響

　
　
　
残
銀
四
百
五
十
四
貫
目
余

　
　
　
　
　
外

　
一
驚
三
拾
三
貫
目
余

　
一
景
百
五
拾
八
貫
目
余

　
代
々
宇
治
代
官
（
㎝
繊
昏
劔
猶
凱
嫁

引
八
〇
三
貫
四
六
〇
目
雇
議
三

　
一
思
八
百
六
十
四
貫
百
六
拾
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
雪
颪
1
2
）

御
前
御
後
　
戌
亥
両
年
引
負

百
八
十
貫
目
　
　
　
上
納

元
禄
四
年
辛
未
上
納
之
筈
之
由

　
　
　
　
（
元
隷
2
）

山
城
・
河
内
巳
年
中
引
負
銀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
元
緑
3
）

山
城
・
河
内
・
丹
波
・
播
磨
・
丹
後
午
年
中
引
負

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
を
つ
と
め
て
い
る
上
林
重
胤
の
引
負
銀
は
、
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
に
達
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
林
峯
順

　
　
右
元
禄
二
己
巳
年
6
卯
年
迄
十
壱
ヶ
年
二
上
画
名
月
華
願
書
差
上
候
処
、
被
仰
出
候
者

　
　
無
之
候
得
共
、
先
願
書
語
学
無
断
上
納
可
仕
手
、
御
勘
定
所
6
申
来
候
由

　
　
　
　
　
　
　
二
十
貫
七
百
目
　
　
貞
享
影
印
上
納

　
　
　
　
　
内

　
　
　
　
　
　
　
四
十
貫
目
　
　
　
　
元
禄
三
野
上
納

　
ま
た
上
林
定
政
（
瑚
識
α
調
納
露
里
聾
は
、
引
負
銀
二
六
九
貫
目
余
り
を
元
禄
元
年
か

ら
一
〇
ヵ
年
賦
で
返
上
納
す
る
こ
と
を
願
い
出
て
、
元
禄
一
・
二
・
三
年
で
四
二

貫
目
を
上
納
し
、
そ
の
残
額
は
二
二
七
貫
目
余
り
と
な
っ
て
い
る
。

　
貞
享
二
年
代
官
職
を
免
ぜ
ら
れ
、
三
年
七
月
引
負
銀
六
〇
五
貫
七
〇
〇
目
余
り

の
返
上
納
を
厳
命
さ
れ
た
近
江
観
音
寺
の
朝
舜
続
謎
謎
輩
は
、
貞
享
四
年
か
ら
元

禄
三
年
ま
で
四
ヵ
年
賦
上
納
を
願
い
出
、
そ
の
の
ち
後
住
雪
踏
も
こ
れ
を
継
承

し
た
。
か
く
て
元
禄
四
年
ま
で
に
四
五
四
貫
一
五
〇
目
余
り
を
返
済
し
、
残
銀
一

五
一
貫
五
五
〇
目
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
を
翌
五
年
に
清
算
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
和
泉
・
河
内
の
代
官
を
つ
と
め
た
今
井
好
景
の
引
負
銀
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な

山ノ＼

お
二
二
三
貫
目
ほ
ど
密
配
獣
翫
）
残
っ
て
い
た
。

　
一
銀
三
百
四
拾
壱
貫
八
百
六
拾
目
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
井
七
郎
兵
衛

　
　
　
元
禄
元
戊
辰
年
ヨ
リ
丙
去
年
迄
九
ヶ
年
之
間
、
銀
三
十
八
貫
目
ッ
・
年
々
上
納

　
　
　
　
　
　
　
壱
貫
四
十
目
余
　
　
　
　
御
心
譜
御
入
用
払

　
　
　
　
　
内
・
　
　
　
（
元
禄
－
・
2
・
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辰
巳
午
三
ケ
年
上
納

　
　
　
　
　
　
　
百
十
七
貫
八
百
廿
目
蒲

　
元
禄
二
年
正
月
に
病
死
し
た
小
野
正
好
は
、
そ
の
丹
波
代
官
時
代
に
金
四
一
一

五
両
の
引
負
を
つ
く
っ
て
い
た
。
こ
れ
が
返
上
納
の
た
め
に
家
財
代
金
一
六
一
五

両
を
あ
て
て
も
、
な
お
二
五
〇
〇
両
の
不
足
で
あ
っ
た
。
こ
の
清
算
を
厳
命
さ
れ

た
子
罪
貞
は
、
年
に
金
一
〇
〇
両
つ
つ
二
五
ヵ
年
賦
で
皆
済
す
る
こ
と
と
し
、
「
家

財
代
銀
も
其
節
上
納
」
す
る
こ
と
を
願
い
出
た
。
か
く
て
ま
ず
元
禄
三
年
一
〇
〇

両
を
上
納
し
た
が
、
四
年
八
月
の
改
め
で
は
な
お
四
〇
〇
〇
両
の
引
負
が
残
っ
て

お
り
、
こ
の
皆
済
が
で
き
な
い
た
め
に
元
禄
一
〇
年
孫
貞
頼
は
追
放
さ
れ
た
。

　
摂
津
平
野
郷
の
豪
族
で
、
父
祖
以
来
代
官
を
つ
と
め
、
元
禄
二
年
免
職
さ
れ
、

翌
三
年
五
月
病
死
し
た
平
野
藤
次
郎
も
莫
大
な
引
負
銀
を
つ
く
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
禄
三
庚
午
五
月
十
三
日
病
死

　
一
二
八
百
五
拾
九
貫
七
百
目
余
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
野
藤
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
元
禄
2
・
3
）

　
　
　
内
百
拾
弐
貫
四
百
十
目
余
　
　
趣
旨
両
年
上
納

　
　
　
　
　
　
　
（
七
力
）
　
　
（
九
力
）

　
残
銀
七
百
四
拾
三
貫
二
百
八
十
割
余

　
さ
ら
に
江
州
の
世
襲
代
官
多
羅
尾
光
忠
も
貞
享
二
年
免
職
さ
れ
た
時
、
四
〇
九

貫
八
○
目
余
り
の
引
負
銀
が
あ
っ
た
が
、
元
禄
四
年
ま
で
に
一
七
五
貫
九
四
〇
目

を
返
済
し
、
そ
の
残
銀
は
二
三
三
貫
｝
四
〇
目
（
寵
献
叙
）
に
な
っ
て
い
る
。

　
一
銀
四
百
九
貫
八
十
目
余
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
羅
尾
四
郎
右
衛
門

　
　
（
貞
享
2
）

　
　
　
丑
年
御
代
官
所
薄
葉
上
候
一
心
引
負

　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
力
）
（
六
力
）
　
　
（
貞
享
3
）

　
　
　
　
内
四
十
二
貫
六
百
五
十
目
三
年
上
納

　
　
　
残
銀
三
百
六
拾
六
貫
五
百
下
目

　
　
右
元
禄
薄
命
年
6
未
年
半
四
ヶ
年
上
納
願
之
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
元
禄
1
・
2
・
3
）

　
　
　
内
百
滑
三
貫
三
百
八
十
目
　
　
辰
巳
午
三
ヶ
年
上
納

　
残
雪
二
百
三
十
三
貫
百
四
十
目



　
井
狩
十
助
（
十
蔵
）
は
元
禄
二
年
四
月
「
そ
の
勤
め
よ
か
ら
ず
と
て
」
免
職
・

塁
塞
せ
し
め
ら
れ
「
会
計
の
滞
り
を
償
ふ
べ
き
む
ね
厳
命
」
さ
れ
た
が
、
当
時
そ

の
引
負
銀
は
七
八
六
貫
余
り
（
ゆ
臨
本
⑳
）
あ
っ
た
。
元
禄
二
・
三
両
年
に
九
二
貫
を

上
納
し
た
が
、
同
四
年
病
死
当
時
な
お
未
清
算
額
は
六
九
四
貫
余
り
の
多
き
を
数

え
、
こ
の
返
上
納
不
能
の
た
め
に
子
平
七
郎
は
追
放
さ
れ
た
（
第
2
表
）
。

　
一
曹
七
百
八
拾
六
貫
三
百
三
最
前
　
　
．
兀
。
四
柔
閏
．
昇
鵜
匠
蔵

　
　
右
元
禄
二
巳
年
6
九
ヶ
年
上
納
之
願
申
上
候
処
、
に
今
被
仰
出
ハ
無
粋
候
へ
共
、
先
願

　
　
之
通
上
納
仕
候
様
二
手
代
江
御
勘
定
所
6
被
仰
渡
即
詰

　
　
　
内
九
十
二
貫
目
　
　
　
　
　
　
巳
午
両
年
上
納

　
　
残
銀
六
百
九
十
四
貫
三
百
三
十
目
余

　
こ
う
み
て
く
る
と
畿
内
筋
に
お
い
て
も
長
く
代
官
を
つ
と
め
る
と
、
上
林
重
胤

の
八
〇
三
貫
目
余
り
（
○
金
冠
口
細
）
、
平
野
藤
次
郎
の
七
四
三
貫
目
余
り
（
磯
↑
配
塑
、

井
狩
十
助
（
十
蔵
）
の
六
九
四
貫
目
余
り
（
嘘
＠
三
熱
、
藤
林
惟
真
の
六
〇
〇
〇
両

な
ど
の
高
額
の
負
金
が
生
ず
る
の
は
、
必
ず
し
も
例
外
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

し
た
が
っ
て
二
百
両
ぐ
ら
い
の
貸
与
金
で
は
如
何
と
も
な
し
え
な
か
っ
た
実
情
が

あ
っ
た
こ
と
、
つ
ま
り
こ
の
多
数
の
処
罰
は
、
代
官
個
人
の
質
の
低
下
や
不
正
と

い
う
こ
と
だ
け
で
は
片
づ
け
ら
れ
ず
、
代
官
機
構
そ
の
も
の
に
欠
陥
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
幕
府
財
政
の
健
全
化
を
は
か
る
た
め
に
は
、
ま
ず
な
に
よ
り
も
直
接

農
民
統
治
に
あ
た
る
代
官
の
任
務
完
遂
を
督
励
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
以
上
の
よ
う
に
、
扁
面
に
お
い
て
は
恩
貸
金
を
貸
与
し
て
助
成
に
つ
と
め
る

と
と
も
に
、
他
面
に
お
い
て
は
徹
底
的
な
取
り
締
り
を
行
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
代
官
の
督
励
・
取
り
締
り
方
針
は
、
つ
ぎ
の
代
に
も
継
承
さ
れ
た
。
す
な

わ
ち
、
幕
府
は
正
徳
二
年
（
一
七
＝
一
）
勘
定
奉
行
・
代
官
に
対
し
て
、
地
方
取
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

い
に
つ
い
て
の
指
示
を
与
え
る
と
と
も
に
、
勘
定
吟
味
役
を
復
活
し
て
代
官
・
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

代
の
不
正
防
止
に
つ
と
め
た
。
さ
ら
に
翌
三
年
四
月
勘
定
奉
行
・
勘
定
吟
味
役
に

対
し
て
、
代
官
の
勤
務
状
態
を
常
々
よ
く
吟
味
し
「
御
役
儀
之
等
方
宜
敷
面
々
ハ

代
管
所
機
構
の
改
革
を
め
ぐ
っ
て

支
配
之
地
を
も
増
加
へ
ら
れ
、
其
所
か
ら
宜
敷
地
江
も
引
替
ら
れ
、
満
潮
役
儀
勤

方
悪
敷
面
々
も
其
沙
汰
可
有
之
」
き
こ
と
や
代
官
の
統
治
上
「
或
ハ
国
郡
隔
り
、

或
ハ
方
角
相
違
ひ
、
常
々
之
仕
置
年
々
之
検
見
等
甚
吟
味
も
及
ひ
難
く
、
其
支
配

所
百
姓
共
公
事
訴
訟
有
之
時
、
難
儀
」
す
る
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
そ

の
配
置
転
換
を
考
慮
す
べ
き
こ
と
な
ど
・
全
般
的
な
指
示
を
与
え
る
と
と
も
騙

　
（
3
7
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

同
月
お
よ
び
五
年
六
月
代
官
に
、
そ
の
勤
務
に
つ
い
て
の
詳
細
な
指
令
を
下
し
た

の
で
あ
っ
た
。

　
か
く
す
る
一
方
、
幕
府
は
代
官
を
粛
正
し
た
が
、
綱
吉
時
代
に
く
ら
べ
る
と
処
罰

も
軽
く
、
免
職
な
い
し
論
罪
没
収
で
、
死
刑
は
一
件
も
な
い
（
第
3
表
）
。
し
か
し
注

目
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
た
び
も
父
の
代
官
在
職
時
の
負
金
・
年
貢
滞
納
未
清
算
、

本
人
の
年
貢
滞
納
に
よ
る
も
の
が
、
処
罰
の
半
ば
を
し
め
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、

さ
ら
に
処
罰
は
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
年
貢
を
滞
納
し
て
い
る
代
官
が
依
然
と
し
て

多
い
て
と
で
あ
・
．
そ
の
葦
を
引
す
れ
ば
、
成
瀬
電
鈴
木
樋
〉
蕪
元

禄
一
四
～
正
徳
元
年
）
、
比
企
長
左
衛
門
（
餓
囎
元
禄
七
～
正
徳
五
年
）
、
南
条
則
明
（
献
糖
正

徳
四
～
享
保
元
年
）
な
ど
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
代
官
の
督
励
・
粛
正
だ
け
で
は
問
題
は
解
決
さ
れ
ず
、
そ
の
ま
ま
享
保

期
に
も
ち
越
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
享
保
期
に
な
る
と
、
幕
府
は
天
和
以
来
の
方
針
を
継
承
し
、
さ
ら
に
強
く
代
官

対
策
を
推
進
し
て
い
っ
た
。

　
将
軍
の
代
替
り
間
も
な
い
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
七
月
、
幕
府
は
早
く
も
代

官
に
対
し
て
支
配
下
の
村
々
を
十
分
掌
握
し
、
正
徳
三
・
五
年
令
の
趣
旨
に
の

っ
と
っ
て
、
検
見
ば
か
り
で
な
く
収
納
・
城
米
津
出
・
川
除
普
請
目
論
見
な
ど
、

一
切
の
政
務
に
精
励
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
。

　
ま
た
四
年
九
月
に
は
勘
定
奉
行
に
対
し
て
、
代
官
の
取
扱
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の

よ
う
に
指
示
し
た
。

①
代
官
の
所
替
え
や
新
規
任
命
は
、
そ
の
経
歴
年
数
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、

　
そ
の
支
配
地
に
適
し
た
者
を
任
命
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七



（宝永～正徳）表強弓官代手3表

代
官
所
機
構
の
改
革
を
め
ぐ
っ
て

処罰朝職　名氏　名｝処　罰　　処罰理由　史　料
宝永6．5 小　野高広 量地没収

父高保代官在職時の負金・年貢滞納

⑧　4輯P．112

正徳2． 窪　田　零墨 家督相続不許可
父弘房代官在職時の年貢滞納

⑧　2輯P．135

2．5 雨　宮詣民 〃
父温酒代官在職時の年
v滞納 ③　6輯P．508

2．8 代　　官 杉　山　久　助 出仕をとどむ 松平左門事件に連坐 ④　44巻P．239
G　8輯P．644

3．閏5 〃 窪　島芝敷
前代の遺命により支配高を減じ、配置がへ

奉職回状 ④　44巻P．335
G　7輯P．573

3．6 〃 近　山安敬 免職 年貢滞納・奉職無状 ④　44巻P，337B　1輯P．1070～1

〃 〃 平岡　道　祐 〃 奉職無状 ④　44巻P．337
G　2輯P．512～

〃 〃 平岡　頼　久
　　　　　　　　一
V

一　一　　　一

V
④　44巻P．337
J　2輯P．515

〃 〃 万年電鍵
　　　　　　　一
V 奉職口状・年貢滞納 ④　44巻P．337

E　6輯P．267

4．3 〃 諸星　同　政 〃 行状不良 1⑧7輯P・279

④は鵡鶏国史大系』、⑧はr寛政重修諸家譜』を示す。

八

②
新
規
任
命
の
代
官
は
、
勘
定
所
の
内
部
か
ら
え
ら
ぶ
の
が
通
例
で
あ
る
が
、

　
今
後
は
必
ず
し
も
そ
れ
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
他
役
か
ら
で
も
適
任
者
が

　
あ
れ
ば
選
任
す
べ
き
こ
と
。

③
近
年
は
色
々
と
吟
味
を
し
た
の
で
、
代
官
所
の
様
子
も
よ
く
な
っ
て
き
た
が
、

　
近
頃
は
ま
た
代
官
・
手
代
の
十
方
が
ゆ
る
ん
で
き
た
と
い
う
風
聞
も
あ
る
の

　
で
、
十
分
監
督
す
べ
き
こ
と
。

　
翌
々
六
年
閏
七
月
に
は
、
そ
の
地
旧
来
の
慣
習
は
一
切
こ
れ
を
無
視
し
、
従
来

の
手
代
は
理
由
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
解
任
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し

た
。　
さ
ら
に
同
年
同
月
幕
政
の
中
枢
で
あ
る
勘
定
方
を
、
公
事
方
と
勝
手
方
に
分
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

て
業
務
体
制
を
と
と
の
え
、
地
方
支
配
の
一
層
の
強
化
を
は
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
一
連
の
代
官
対
策
を
実
施
す
る
｝
方
、
幕
府
は
多
数
の
代
官
を
粛
正
・

処
罰
し
た
が
、
そ
れ
は
天
湘
～
元
禄
期
に
つ
い
で
き
び
し
い
処
断
で
あ
っ
た
。
享

保
一
〇
年
ま
で
の
一
〇
年
間
の
処
罰
を
表
示
す
れ
ば
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
（
第

4
表
）
。

　
二
九
名
が
免
職
な
い
し
遠
流
に
処
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
負
金
・
滞
納

と
そ
の
清
算
遅
滞
に
よ
っ
て
興
せ
ら
れ
た
も
の
は
、
負
金
一
万
両
を
数
え
た
能
勢

権
兵
衛
露
鵬
準
）
以
下
実
に
二
二
名
（
約
七
六
％
）
に
も
お
よ
ん
で
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
享
保
四
年
六
月
、
父
が
代
官
在
職
時
の
負
金
返
済
を
督
促
さ
れ
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

の
に
小
普
請
窪
田
貞
房
・
比
企
権
左
衛
門
・
古
川
岡
右
衛
門
・
近
山
安
敬
・
小
野

高
穿
あ
り
・
六
年
吾
に
は
小
壁
・
臥
盤
（
雛
）
が
・
七
年
六
是
は
鈴
歪
評

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

弁
済
を
、
ま
た
関
東
郡
代
伊
奈
忠
達
も
六
千
両
を
、
三
〇
年
賦
で
返
済
す
る
こ
と

を
、
厳
命
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
代
官
江
川
英
勝
・
鈴
木
正
興
は
、
祖
先
か
ら
代
官
を
つ
と
め
て
負
金
が

多
い
が
、
本
人
は
職
責
を
果
た
し
て
年
貢
を
滞
納
し
な
い
の
で
、
そ
の
ま
ま
本
職

を
つ
ぐ
こ
と
を
許
さ
れ
、
祖
先
よ
り
の
負
金
を
弁
済
す
る
こ
と
を
き
び
し
く
申
渡

　
　
（
5
2
）

さ
れ
た
。



第4表 代 官 処 罰 表 （享保1～10年）

代
官
所
機
構
の
改
革
を
め
ぐ
っ
て

九

職期間処罰年月 職名　氏　　　名 処　罰　　処罰理由　　支　　配　　地 史　　　料

寛文10～
@享保3

三保3．2代官高谷盛直
免職・逼
ﾇ

道中奉行に無断で
ｹ路工事

元禄12～正徳2信濃正徳3～　　　大坂
④45巻P．103
D7輯P．813

宝永1～
@享保3

3．6 〃 堀　内　安之 閉　　門
皆済勘定の証文判
`の不吟味

正徳3　備後・美作正徳5～　　　武蔵 ④45巻P，118
G7輯P．371～
J2505号

一禄14～

摯ﾛ4
4．6 〃 能勢権兵衛 遠　　流

負
金
一
萬
両
、
年
貢
滞
納

元禄15常陸・下総
�i2～5　駿河正徳5　　　越後

④45巻P．157
B8輯P．1009
揩P0巻P．100

一禄3～
@正徳4
ｳ徳5～
@享保4

〃 〃 諸星　同　政 〃 負金・年貢滞納
元禄15出羽・武蔵正徳3　　　　陸奥

④45巻P．15
L7輯P．279

〃 〃 馬　場源兵衛 改　　易 負号
元禄15越前・加賀
@　　　・信濃正徳3　　　関東④45巻P．157

正徳3～
@享保4

〃 〃 上林　久下 〃
祖先よりの負金、

N貢滞納
山城・河内8509三余

　7輯P．599⑲　　　　～60

〃 前代宮 守　屋　助次郎 〃 代官在職時の負臓 元禄15駿河・美濃
ｳ禄14～宝永1駿河 ④45巻P．157

宝永1～ 〃 〃 平岡　二親 〃　　　　r　　　」
代官在職時の負金
ｻの清算遅滞 宝永4～正徳2美作 ④45巻P．157

G2輯　506～
〃 小普請 山　田　小平治

家督相続
s許可一　．L　．　L一　一　「　胴　■　　　　　一　」

@〃

代万あ代百礁時の負金・滞納と清算遅滞

④45巻P，15

〃 〃 成瀬市郎左衛門 〃 ④45巻P．17
G5輯P100

〃 〃 平野重　賢 〃 〃 ④45巻P．157
G6輯P．16

〃 〃 長谷川　長　昌 〃 〃 ④45巻P．15
G5輯P　53

〃 〃 雨　宮刑七郎 〃 〃 ④45巻P．157
G6輯P　50

〃 〃 樋　口　左兵衛 〃 〃 ④45巻P．15
H2輯P．930～1

〃 〃 鈴　木　政弘 〃 〃 ④45巻P．15
G7輯P．5

〃 〃 市川　新右衛門 〃 〃 ④45巻P．15
B2輯P．14

〃 〃 雨宮上野 〃 ノ ④45巻P．15
H6輯P．508～9

正徳3～
@享保5

5．1代官朝倉半九郎 食禄没収
上納米の不足を私に口

ﾄで撫、、上をあざむく 正徳3　　関東 ④45巻P．18G8輯P．1045～6
享保1～
@　　5

5．9 〃 神　保清満 免　　職
鞠の時の手代、従者の非行にきずかず

④45巻P．207
G7輯P．949

6．12 〃 久保田　隆　政 〃 負金 ③7輯P．576

〃 〃 柴村盛興 〃 年貢滞納 ⑧7輯P．63

7．6 〃 間　宮次信 〃 大和・摂津⑧3輯P，254

〃 〃 鈴木正　当 〃 年貢滞納 ⑧7輯P．26～7

〃 〃 遠藤七左衛門
免職10年
H禄没収

負金・10年の処罰はそ

ﾌ清算不能による
④45巻P，361
G7輯P。47　　　　　　一

7．7 〃 山　田　重厚 屍　職奉職弓状「 ④45巻P．279
E7輯P．677

8．11 〃 江川　英　勝 〃
群吏の不正を知ら
ｸ、職務怠慢

④45巻P．317
G2輯P．740

9． 岩　出　信綿
家督相続
ш

父信守代官在職時の年貢滞納

⑧1輯P．87
正徳3～
@亭保9

9．7 代．官 増井弥五左衛門 遠　　流
負金をつぐなうために’正徳3年
S姓から金をとる

　　　　　　関東
�d9年　　　大和

④45巻P．343
G8輯P．103

10。 飯　塚　光長　　　　　　i 家督相続
ш

悉曇隆代官在職時の年貢滞納

⑧7輯P．553
④はr語嘉国史大系』、⑧は『寛政重修諸家譜』、⑥はr日本財政経済史料』、⑪は『御触書寛保集成』を示す。

■



　
　
　
　
代
官
所
機
構
の
改
革
を
め
ぐ
っ
て

　
代
官
の
負
金
の
年
賦
弁
済
は
、
す
で
に
早
く
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
享
保

八
年
＝
月
に
は
、
幕
府
は
さ
ら
に
全
代
官
の
負
金
を
書
出
さ
せ
、
そ
の
実
情
に

そ
く
し
て
年
賦
返
済
を
命
じ
て
負
金
の
回
収
を
は
か
海
・

　
し
か
し
そ
の
年
賦
弁
済
仕
法
は
な
か
な
か
き
び
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え

ば
享
保
六
年
一
二
月
に
免
職
さ
れ
た
久
保
田
隆
政
（
凛
米
一
五
〇
俵
）
は
、
そ
の
収

給
三
分
一
の
五
〇
俵
つ
つ
を
毎
年
上
納
弁
済
す
べ
き
・
と
を
厳
命
さ
れ
て
い

る
。
年
賦
弁
済
の
工
面
に
苦
慮
す
る
代
官
の
姿
は
、
享
保
九
年
七
月
に
遠
流
に
処

せ
ら
れ
た
大
和
郡
山
の
代
官
増
井
弥
五
左
衛
門
に
ま
ざ
ま
ざ
と
象
徴
・
浮
彫
り
さ

れ
て
い
る
（
第
4
表
）
。

　
代
官
の
年
貢
滞
納
・
負
金
問
題
は
、
ま
だ
根
本
的
に
解
決
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
、
以
上
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
に
対
し
て
、
吉
宗
は
一
方
で
は
さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う
な
年
賦

弁
済
を
命
じ
て
、
そ
の
全
面
的
回
収
を
は
か
り
な
が
ら
、
一
方
で
は
小
宮
山
杢
之

進
な
ど
の
地
方
巧
者
の
意
見
を
参
考
に
し
て
、
こ
の
多
年
に
わ
た
る
問
題
の
根
本

的
解
決
に
あ
た
っ
た
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
「
ム
ロ
徳
院
殿
御
実
紀
」
巻
一
三
（
『
蔚
嗣
国
史
大
系
』
只
以
下
『
大
系
』
と
略
称
）
）
三

　
　
八
巻
五
二
三
頁
）
。

（
2
）
同
右
巻
五
〇
（
『
大
系
』
三
九
巻
一
六
二
頁
）
。
　
『
日
本
財
政
経
済
史
料
』
五
巻

　
　
一
〇
～
一
頁
。

（
3
）
　
「
大
猷
院
殿
御
実
紀
」
巻
一
七
（
『
大
系
』
三
九
巻
五
〇
九
頁
）
。

（
4
）
　
『
徳
川
禁
令
考
』
前
集
第
四
、
第
一
＝
〇
四
号
。

（
5
）
佐
々
木
潤
之
介
氏
コ
七
世
紀
に
お
け
る
年
貢
の
機
能
」
）
　
『
幕
藩
権
力
の
基
礎

　
　
構
造
』
）
。

（
6
）
佐
々
木
氏
前
掲
書
三
七
三
頁
。

（
7
）
　
「
牧
民
金
鑑
』
上
巻
六
頁
。
　
「
御
当
家
令
条
」
二
八
二
課
目
『
近
世
法
制
史
料
叢

　
　
書
』
2
）
。
　
『
条
令
拾
遺
』
。

（
8
）
　
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
六
輯
四
八
一
頁
。
　
『
徳
川
禁
令
考
』
前
集
第
四
、
第
二
一

一
〇

　
　
一
二
号
。
辻
達
也
氏
『
享
保
改
革
の
研
究
』
一
五
六
頁
。

（
9
）
　
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
五
臓
＝
二
頁
。

（
1
0
）
同
右
一
輯
一
〇
六
九
頁
。

（
1
1
）
同
右
七
輯
九
三
四
頁
。

（
1
2
）
同
右
上
輯
九
二
五
頁
。

（
1
3
）
同
三
五
輯
五
四
二
頁
。
「
常
憲
院
殿
御
実
紀
」
巻
五
（
『
大
系
』
四
二
巻
四
四
〇
頁
）
。

（
1
4
）
同
右
二
輯
八
一
九
頁
。
同
右
四
二
巻
四
四
〇
頁
。

（
1
5
）
同
右
八
輯
五
三
三
頁
。

（
1
6
）
同
右
八
輯
五
三
五
頁
。

（
1
7
）
辻
達
也
氏
晶
剛
掲
書
山
ハ
ニ
頁
。

（
1
8
）
　
「
常
憲
院
殿
御
実
紀
」
垂
雪
（
『
大
系
』
四
二
巻
四
〇
一
頁
）
。

（
1
9
）
同
右
巻
一
五
（
『
大
系
』
四
二
巻
六
〇
三
頁
）
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

37　36　35　34　33　30　29
）　　）　　）　　）　　）　　）　　）

　　　　　　　　　　
27　24　22　21
）　　）　　）　　）

　20

）

（
認
）

（
3
9
）

（
4
0
）

（
4
1
）
同
罪
八
輯
一
〇
二
三
頁
。

『
看
論
集
』
乾
。

「
常
憲
院
殿
御
実
紀
」
巻
一
六
（
『
大
系
』
四
二
巻
六
〇
八
頁
）
。

（
2
3
）
　
（
2
5
）
　
（
2
6
）
　
（
認
）
　
（
3
1
）
　
（
3
2
）
　
『
京
都
覚
書
』
坤
。

『
寛
政
重
修
証
繭
家
譜
』
七
輯
六
〇
一
頁
。

同
右
一
輯
四
二
〇
頁
。

同
声
六
感
二
六
七
頁
。

同
右
二
輯
＝
二
八
頁
。

同
右
六
百
一
六
六
頁
。

『
徳
川
禁
令
考
』
前
集
第
四
、
第
一
＝
一
三
号
。

『
折
た
く
柴
の
記
』
五
九
頁
（
岩
波
文
庫
）
。

『
徳
川
禁
令
考
』
前
集
第
二
、
第
八
三
七
号
。
『
御
触
書
寛
保
集
成
』
第
一
六
号
。

『
徳
川
禁
令
考
』
前
集
第
四
、
第
一
一
一
一
四
号
。
　
『
御
触
書
寛
保
集
成
』
第
一
三

一
四
号
。

『
日
本
財
政
経
済
史
料
』
四
巻
六
四
四
～
八
頁
。

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
五
当
国
〇
〇
四
頁
。

同
右
八
輯
四
六
六
頁
。

■



（
4
2
）
同
右
三
輯
一
一
二
三
頁
。

〈
4
3
）
大
石
慎
三
郎
氏
『
享
保
改
革
の
経
済
政
策
』
八
六
～
九
〇
頁
。
辻
達
也
氏
前
掲
書

　
　
　
一
四
六
～
七
、
　
一
五
｝
頁
。

〈
4
4
）
　
「
有
徳
院
殿
御
実
紀
」
巻
八
（
『
大
系
』
四
五
巻
一
五
八
頁
）
。
　
『
寛
政
重
修
諸

　
　
家
譜
』
二
七
一
三
五
頁
。

〈
4
5
）
同
趣
。
同
右
八
輯
一
〇
二
三
～
四
頁
。

（
4
6
）
同
右
四
五
巻
一
三
五
頁
。

（
4
7
）
同
母
。
　
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
一
子
一
〇
七
〇
～
一
頁
。

（
4
8
）
　
（
4
9
）
同
右
四
輯
一
一
二
頁
。

〈
5
0
）
同
右
辺
輯
二
七
頁
。

（
5
1
）
　
「
地
方
問
答
書
」
　
（
『
近
世
地
方
経
済
史
料
』
第
八
巻
四
〇
五
頁
。

〈
5
2
）
　
「
有
徳
院
殿
御
実
紀
」
巻
八
（
「
大
系
』
四
五
巻
一
五
八
頁
。
　
『
寛
政
重
修
諸
家

　
　
譜
』
二
三
七
四
〇
頁
。
八
三
一
四
二
一
頁
。

（
5
3
）
同
右
巻
一
七
（
『
大
系
』
四
五
巻
三
一
九
頁
）
。
　
『
御
触
書
寛
保
集
成
』
第
＝
ニ

　
　
ニ
○
号
。

（
5
4
）
　
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
七
輯
五
七
六
～
七
頁
。
孫
政
邦
に
い
た
っ
て
よ
う
や
く
負

　
　
金
を
清
算
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
安
永
六
年
六
月
一
五
日
「
祖
父
隆
政
が
負
金
、

　
　
年
ご
と
に
庫
米
五
十
俵
を
も
っ
て
償
ひ
し
に
政
邦
に
い
た
り
て
は
三
一
余
を
も
上

　
　
濡
し
、
残
る
と
こ
ろ
綾
に
十
が
一
に
い
た
る
に
よ
り
償
」
を
ゆ
る
さ
れ
た
の
で
あ

　
　
つ
た
。

2

代
官
所
経
費
支
給
仕
法
の
改
正

　
寛
文
・
延
宝
期
以
降
と
く
に
元
禄
・
享
保
期
に
多
数
の
代
官
が
頻
繁
に
粛
正
さ

れ
た
が
、
こ
れ
は
基
本
的
に
は
代
官
個
人
の
質
の
低
下
と
い
う
よ
り
は
、
代
官
機

構
そ
の
も
の
に
構
造
上
の
問
題
が
あ
っ
た
。

　
代
官
所
経
費
の
財
源
は
、
本
年
貢
に
付
加
し
て
納
入
さ
れ
る
□
米
に
あ
っ
た
。

こ
こ
に
代
官
の
年
貢
滞
納
・
負
金
が
生
ず
る
第
一
の
原
因
が
あ
っ
た
。

　
い
か
に
「
凶
年
之
不
足
は
豊
年
鰹
節
償
、
随
分
質
素
を
用
、
諸
事
被
致
倹
約
、

代
官
所
機
構
の
改
革
を
め
ぐ
っ
て

御
口
米
之
内
年
々
余
分
」
を
残
し
て
、
不
時
の
入
用
に
あ
て
「
御
物
成
を
以
て
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

に
て
も
」
自
分
入
用
に
く
り
替
え
て
は
な
ら
な
い
と
厳
命
さ
れ
て
も
、
客
観
的
事

情
は
こ
れ
を
ゆ
る
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
代
官
所
支
配
に
は
一
定

額
の
経
常
費
が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
凶
年
の
年
は
本
年
貢
の
減
小
に

つ
れ
て
、
財
源
た
る
口
米
も
ま
た
減
じ
、
ま
た
米
値
段
が
下
落
す
れ
ば
口
米
払
代

金
は
必
然
的
に
減
小
し
、
い
ず
れ
も
一
定
の
必
要
額
に
達
し
な
い
。
こ
の
こ
と
は

享
保
一
〇
年
八
月
の
「
御
代
官
不
足
金
井
品
々
存
寄
伺
書
」
で
八
年
九
年
の
両
年

は
米
値
段
が
下
値
の
た
め
に
、
ま
た
水
損
・
学
籍
の
と
こ
ろ
は
口
米
が
不
足
し
、

諸
入
用
に
不
足
を
来
た
し
た
が
、
そ
の
合
計
は
五
千
三
百
両
余
で
あ
る
。
こ
れ
は

理
由
の
あ
る
こ
と
だ
か
ら
一
〇
年
か
ら
三
〇
ヵ
年
賦
で
上
納
さ
せ
た
い
と
上
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

し
、
伺
の
通
り
決
定
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

　
去
ル
卯
辰
米
直
段
等
下
直
二
三
、
御
ロ
米
二
而
諸
入
用
不
足
仕
候
金
高
芝
之
通
二
御
座
候

　
　
合
金
五
千
三
百
両
余

　
　
　
但
、
巳
よ
り
成
迄
三
拾
ヶ
年
二
皆
済
仕
候

　
右
不
足
金
之
儀
、
年
々
御
口
米
を
以
、
御
代
官
諸
入
用
吟
味
仕
候
処
、
去
ル
卯
辰
両
年

　
共
二
米
直
段
下
直
二
日
、
御
口
米
払
代
相
減
、
井
水
損
早
損
之
場
所
ハ
御
口
米
不
足
仕
候
、

　
何
も
三
相
立
一
間
、
書
面
之
通
、
年
賦
上
納
被
仰
付
記
下
二
様
二
仕
度
奉
存
候
、
返
納
年

　
数
ハ
銘
々
上
納
可
成
積
を
以
相
認
申
候
、
右
回
通
年
賦
上
納
二
被
仰
付
被
下
候
様
仕
度
奉

　
存
候
、
右
之
通
奉
伺
候
以
上

　
　
　
巳
八
月

　
右
之
通
、
伺
之
上
相
極
ル
、

　
し
か
も
一
般
に
元
禄
か
ら
享
保
に
か
け
て
の
生
産
力
の
上
昇
と
裂
余
労
働
の
農

民
の
手
元
へ
の
残
留
は
、
年
貢
額
の
相
対
的
減
小
を
来
た
し
、
ま
た
米
の
相
対
価

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

格
を
低
下
さ
せ
た
の
で
、
代
官
所
の
収
入
は
低
減
傾
向
を
た
ど
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
か
く
て
代
官
所
の
赤
字
は
次
第
に
累
積
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
第
二
に
寛
永
末
期
の
生
産
力
的
に
脆
弱
・
不
安
定
な
小
農
経
営
に
対
応
し
て
、

慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）
に
改
正
・
実
施
し
た
年
貢
の
中
勘
定
会
計
仕
法
が
、
寛

二



代
官
所
機
構
の
改
革
を
め
ぐ
っ
て

文
．
延
宝
期
以
降
と
く
に
元
禄
・
享
保
期
に
お
け
る
小
農
経
営
の
満
面
開
花
と
い

う
下
部
構
造
の
激
変
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ひ
き
つ
づ
き
行
な
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

元
来
年
貢
は
秋
に
納
入
さ
れ
る
の
で
、
代
官
所
の
支
出
と
収
入
と
は
時
期
的
に
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

れ
、
他
借
あ
る
い
は
年
貢
金
の
く
り
か
え
を
せ
ざ
る
を
え
ず
、
こ
こ
に
代
官
が
負

金
を
つ
く
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
可
能
性
が
あ
る
と
こ
ろ
へ
、
さ
き

に
ふ
れ
た
よ
う
に
恒
常
的
に
経
常
費
の
不
足
が
生
ず
る
よ
う
に
な
る
と
、
こ
の
年

貢
会
計
決
算
仕
法
は
、
赤
字
を
累
積
さ
せ
る
役
割
を
つ
と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　
上
方
筋
。
関
東
方
を
と
わ
ず
、
少
な
く
と
も
寛
文
・
延
宝
期
以
降
、
一
般
に
代

官
所
の
収
入
に
不
足
が
生
じ
て
い
た
こ
と
は
、
つ
ぎ
の
二
、
三
の
事
例
に
よ
っ
て

明
ら
か
で
あ
る
。

　
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
二
月
、
宇
治
代
官
上
林
定
政
盆
棺
舵
灘
魂
或
）
山
城
・
河
内

．
摂
津
五
九
〇
〇
石
余
支
配
）
は
、
「
難
困
の
よ
し
二
藍
」
て
銀
五
〇
貫
目
さ
ら
に
延

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

宝
八
年
二
月
二
〇
〇
〇
両
を
貸
与
さ
れ
た
。
ま
た
、
さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う
に
貞
享

四
年
八
月
に
は
、
幕
府
は
助
成
金
と
し
て
関
西
の
代
官
に
二
百
両
、
関
東
の
代
官

に
百
両
つ
つ
貸
与
し
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
さ
き
に
み
た
よ
う
に
、
元
禄
期
畿

内
筋
の
多
く
の
代
官
が
一
万
両
内
外
の
引
負
を
つ
く
っ
て
お
り
、
ま
た
祖
父
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

来
畿
内
（
大
和
）
に
そ
の
支
配
地
を
も
っ
て
い
た
藤
林
惟
真
（
餓
囎
延
宝
元
～
元
禄
元

年
）
も
、
六
千
両
に
の
ぼ
る
負
金
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
代
官
の
年
貢
滞
納
・
負
金
問
題
に
つ
い
て
、
小
宮
山
昌
世
は
享
保

七
年
（
一
七
二
二
）
吉
宗
の
質
問
に
答
え
て
、
と
り
わ
け
関
東
方
に
お
い
て
は
不

正
を
し
な
く
と
も
、
差
米
だ
け
で
は
初
年
度
か
ら
負
金
が
生
ず
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
に
臨
時
の
経
費
を
加
こ
る
と
、
赤
字
は
さ
ら
に
増
大
す
る
と
の
べ
て

　
（
8
）

い
る
。

　
初
葉
御
代
官
被
仰
付
候
面
々
、
関
東
に
て
四
、
五
萬
石
宛
煮
付
候
、
此
口
悪
大
積
壱
萬
石

　
五
拾
両
之
積
に
し
て
、
五
萬
石
に
て
弐
百
五
拾
両
に
て
御
座
候
、
先
つ
手
代
五
萬
石
に
て

　
何
と
簡
略
仕
候
て
も
八
、
九
人
貸
入
可
美
候
、
案
外
御
役
被
仰
付
候
瑚
、
手
代
長
屋
之
普

一
二

　
請
御
用
に
付
諸
道
具
去
冬
類
、
其
身
之
本
夕
よ
り
物
入
多
御
座
候
（
略
）
御
三
米
に
て
先

　
初
年
に
不
足
仕
候
、
夫
よ
り
年
々
之
不
足
、
壱
ケ
年
綾
五
拾
両
不
足
に
て
も
、
拾
年
に
て

　
五
百
両
に
て
御
座
候
、
其
内
前
々
者
公
家
衆
御
賄
御
法
事
由
賄
御
公
等
此
外
臨
時
に
御
朱

　
印
寺
社
御
修
復
見
分
井
御
普
請
之
御
用
に
付
、
事
品
に
よ
り
候
て
は
五
拾
両
七
拾
両
余
も

　
御
用
に
付
自
分
之
金
子
入
申
候
、
中
々
被
下
物
斗
に
も
足
り
申
儀
無
御
座
候
、
実
父
弥
五

　
左
衛
門
な
と
朝
鮮
人
御
賄
御
用
に
四
百
両
自
分
之
金
入
申
候
、
如
此
之
事
と
も
に
御
座
候

　
得
者
、
御
代
官
引
負
不
私
事
多
御
座
候
、
誰
に
仕
候
て
も
五
、
六
萬
石
之
高
に
て
関
東
被

　
仰
付
候
得
者
、
初
年
よ
り
不
足
仕

　
か
れ
は
、
こ
の
上
方
筋
に
く
ら
べ
て
関
東
筋
の
代
官
が
不
利
な
理
由
は
、
両
者

の
口
恥
賦
課
仕
法
の
相
違
に
あ
る
と
し
、
高
一
万
石
、
年
貢
四
つ
取
り
と
し
た
場

合
の
計
算
例
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
示
し
た
。

　
④
上
方
筋
　
年
貢
米
四
千
石

　
　
　
　
　
　
口
米
　
百
二
十
石
二
日
三
斗
五
升
入
と
し
て
三
百
四
士
一
俵
V

㊥
関
東
筋

　
か
れ
は
こ
の
計
算
に
よ
っ
て
、

よ
り
金
六
十
六
両
一
分
余
り
（
実
計
算
に
よ
れ
ば
二
十
三
両
）
口
米
収
入
が
少
な
い
こ

　
　
　
　
（
9
）

と
を
示
し
た
。
し
か
も
、
こ
れ
は
高
に
対
す
る
年
貢
率
を
両
方
と
も
四
割
と
し
た
場

合
で
あ
る
が
、
実
際
は
上
方
筋
は
五
、
六
割
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
と
こ
ろ
も
あ

る
の
に
対
し
て
、
関
東
筋
は
二
割
な
い
し
三
割
四
、
五
分
ま
で
で
、
そ
れ
以
上
取

れ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
ま
た
田
畑
の
比
率
を
、
こ
の
計
算
で
は
五
分
五
分
と
し
た

が
、
実
際
は
関
東
筋
は
田
方
よ
り
畑
方
の
方
が
多
い
か
ら
、
こ
れ
よ
り
も
不
利
に

　
此
代
金
百
三
十
六
両
余
（
百
俵
四
＋
両
と
し
て
）

年
貢
米
四
千
石
（
網
戸
喩
鮮
畷
素
子
紅
露
都
評
柘
が
舷
鮪
猷
貸
し

口
米
　
五
十
七
石
一
斗
四
升
（
俵
に
し
て
百
六
＋
三
余
俵
）

　
此
代
金
六
十
五
両
余

永
四
貫
八
百
文
（
実
計
算
四
＋
八
貫
交

　
此
金
四
両
三
分
置
実
計
算
四
拾
八
両
）

合
計
六
十
九
両
一
分
二
朱
余
（
実
計
算
百
＋
三
両
余
）

　
　
　
　
　
　
　
同
じ
支
配
高
一
万
石
で
も
、
関
東
筋
は
上
方
筋



な
る
。
だ
か
ら
上
方
筋
の
一
万
石
支
配
に
対
し
て
は
、
関
東
筋
で
は
二
万
四
、
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

千
石
支
配
せ
ね
ば
つ
り
合
わ
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
さ
ら
に
北
国
筋
も
「
関
東

位
に
て
何
も
下
免
に
て
御
代
官
不
勝
手
」
な
と
こ
ろ
で
あ
り
、
関
東
方
の
う
ち
で

も
出
羽
、
陸
奥
は
「
米
多
有
之
候
故
、
勝
手
能
候
恋
患
」
、
江
戸
で
一
両
に
つ
き
米

一
石
ぐ
ら
い
の
と
き
、
出
羽
、
陸
奥
で
は
所
に
よ
り
二
等
四
、
五
斗
の
直
段
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

る
か
ら
、
こ
れ
ま
た
勝
手
の
悪
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
申
立
て
て
い
る
。

　
そ
の
対
策
と
し
て
支
配
高
を
増
す
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
た
が
、
関
東
筋
は
上

方
筋
に
く
ら
べ
る
と
、
御
用
が
多
く
、
し
か
も
生
産
力
は
低
い
の
で
、
収
入
は
増

高
に
比
例
し
て
増
加
し
な
い
。
そ
の
う
え
支
配
高
が
増
せ
ば
、
御
用
も
多
く
な

り
、
ま
た
手
代
も
ふ
や
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
そ
れ
だ
け
経
費
が
か
さ
ん
で
く

る
。
し
た
が
っ
て
上
方
筋
は
増
高
さ
え
す
れ
ば
、
そ
れ
に
比
例
し
て
口
米
も
多
く

な
る
の
で
増
高
で
よ
い
が
、
関
東
筋
は
役
料
が
必
要
で
あ
る
。
役
料
が
必
要
な
代

官
は
関
東
方
で
は
自
分
を
は
じ
め
池
田
新
兵
衛
・
鈴
木
平
十
郎
・
秋
山
彦
大
夫
・

長
谷
川
庄
五
郎
・
森
山
勘
四
郎
・
山
下
伊
右
衛
門
・
江
川
太
郎
左
衛
門
の
八
名
で

あ
り
、
北
国
筋
で
は
美
濃
部
勘
右
衛
門
・
小
野
久
米
五
郎
・
日
野
小
左
衛
門
・
鈴

木
小
右
衛
門
・
拓
植
兵
大
夫
・
窪
島
作
右
衛
門
ザ
大
草
太
郎
左
衛
門
・
増
田
太
兵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

衛
の
八
名
で
あ
る
と
の
べ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
こ
れ
ま
で
の
負
金
は
一
〇
～
一
五
年
賦
で
弁
済
さ
せ
れ
ば
、
全
面
的
に

回
収
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
　
「
惣
桶
御
勘
定
合
不
足
之
所
を
不
実
に
相
勤
候
儀

を
不
屈
に
被
思
召
」
れ
、
代
官
を
き
び
し
く
処
罰
し
て
み
て
も
、
　
「
実
に
難
成
事

者
金
銀
之
事
に
御
座
候
得
者
、
是
非
可
仕
様
」
も
な
く
、
当
面
の
マ
イ
ナ
ス
は
埋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

ら
な
い
と
答
申
し
て
い
る
。

　
こ
の
小
宮
山
昌
世
の
答
申
が
、
そ
の
ま
ま
上
方
筋
・
関
東
方
の
実
情
を
述
べ
た

も
の
か
ど
う
か
は
、
な
お
今
後
年
貢
滞
納
・
負
金
の
多
い
代
官
と
そ
の
任
地
に
つ

い
て
の
個
別
的
実
証
を
必
要
と
す
る
。

　
し
か
し
、
さ
き
に
の
べ
た
よ
う
に
、
当
時
一
般
に
代
官
は
赤
字
を
出
す
可
能
性

を
も
っ
て
お
り
、
事
実
さ
き
に
元
禄
期
に
み
た
よ
う
に
畿
内
筋
の
多
く
の
代
官
が

代
官
藤
機
構
の
改
革
を
め
ぐ
っ
て

引
負
を
し
て
お
り
、
ま
た
当
時
に
お
い
て
も
祖
先
以
来
山
城
・
河
内
を
支
配
し
て

い
た
上
林
久
豊
は
、
そ
の
祖
先
か
ら
の
負
金
・
本
人
の
負
金
で
改
易
処
分
を
う

け
て
い
る
（
第
4
表
）
。

　
と
は
い
え
傾
向
と
し
て
は
、
上
方
筋
よ
り
も
関
東
方
が
不
利
で
あ
っ
た
こ
と
は

た
し
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
の
ち
に
ふ
れ
る
代
官
所
経
費
支
給
仕
法
に
よ
っ
て
も
、

ま
た
当
時
厳
罰
に
処
せ
ら
れ
た
代
官
の
大
体
の
任
地
に
よ
っ
て
も
推
察
で
き
る
。

す
な
わ
ち
享
保
一
〇
年
ま
で
に
遠
流
に
処
せ
ら
れ
た
代
官
は
三
拝
で
あ
る
が
、
そ

の
う
ち
負
金
｝
万
両
を
出
し
た
能
勢
権
兵
衛
は
お
お
む
ね
関
東
・
北
国
筋
の
、
諸

星
同
書
は
主
と
し
て
東
北
の
代
官
を
、
ま
た
増
井
弥
五
左
衛
門
は
か
な
り
の
期
間

関
東
方
の
代
官
を
つ
と
め
て
い
る
（
第
4
表
）
。

　
と
も
あ
れ
、
さ
き
の
小
宮
山
昌
世
の
意
見
な
ど
を
参
考
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

幕
府
は
翌
八
年
＝
月
各
代
官
の
負
金
を
調
査
し
、
そ
の
額
に
応
じ
て
年
賦
返
済

　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

さ
せ
る
こ
と
に
す
る
と
と
も
に
、
一
〇
年
契
（
一
〇
）
月
こ
れ
ま
で
の
口
早
支
給

仕
法
を
や
め
、
そ
の
か
わ
り
に
別
に
地
域
に
よ
っ
て
代
官
所
経
費
を
支
給
す
る
仕

法
に
改
め
た
。

④
　
経
費
支
給
の
割
合

　
ω
山
城
・
大
和
・
摂
津
・
河
内
・
和
泉
・
播
磨
・
近
江
・
美
濃
・
伊
勢
・
三
河

　
　
・
駿
河
・
遠
江
・
飛
弾
・
信
濃
・
越
前
・
武
蔵
・
相
模
・
下
総
・
安
房
・
上

　
　
総
・
常
陸
・
上
野
・
下
野
・
伊
豆
・
甲
斐
・
陸
奥
・
出
羽
な
ど
、
畿
内
筋
・

　
　
海
道
筋
・
北
国
筋
・
関
東
筋
・
東
三
筋
の
代
官
所
は
支
配
高
五
万
石
に
つ
き

　
　
金
六
〇
〇
両
（
猛
日
航
算
甦
と
米
七
〇
人
扶
持
（
炉
繭
拓
惣
町
鴎
燈
拠
警

　
②
備
後
・
但
馬
・
備
中
・
丹
後
・
美
作
・
石
見
な
ど
の
中
国
筋
の
代
官
所
は
、

　
　
支
配
高
五
万
石
に
つ
き
金
六
七
〇
両
（
樋
救
説
碑
㊥
と
米
七
〇
人
扶
持
（
ト
鋪
崎
翠
，

　
　
影
野
」

　
㈲
豊
後
・
豊
前
・
日
向
・
筑
前
な
ど
の
西
国
筋
の
代
官
所
は
、
支
配
高
五
万
石

　
　
に
つ
き
金
七
五
〇
両
続
目
呪
碑
㊥
と
米
七
〇
人
扶
持
（
卜
砺
拓
獅
加
○
き
燈
掛
戸

　
そ
の
場
合
、
①
三
万
石
以
下
は
三
万
石
、
②
三
万
石
以
上
は
四
万
石
、
③
四
万

＝
二



代
官
所
機
構
の
改
革
を
め
ぐ
っ
て

右
以
上
は
五
万
石
、
④
五
万
石
以
上
は
一
万
石
増
す
ご
と
に
金
五
〇
両
と
米
一
〇

．
人
扶
持
を
支
給
す
る
。
⑤
た
だ
し
、
五
万
石
か
ら
五
万
五
千
石
以
下
ま
で
は
五
万

右
と
し
、
五
万
五
千
石
以
上
六
万
石
ま
で
は
六
万
石
と
し
て
計
算
す
る
。

⑧
経
費
支
給
方
法

　
①
一
年
間
の
入
用
米
・
金
は
二
月
・
七
月
・
＝
月
の
三
度
に
渡
す
。
た
だ
し

　
　
銀
遣
の
場
所
は
入
用
を
渡
た
す
時
の
相
場
で
銀
で
渡
た
す
。

　
②
代
官
が
御
役
御
免
ま
た
は
死
亡
し
た
場
合
は
、
勤
め
た
月
ま
で
月
割
で
支
給

　
　
す
る
。

　
③
跡
代
官
に
任
命
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
任
命
月
か
ら
月
割
で
与
え
る
。
た
だ
し
跡

　
　
代
官
に
任
命
さ
れ
て
も
、
先
代
官
が
そ
の
年
の
勘
定
を
完
了
し
て
お
れ
ば
｝

　
　
年
分
の
入
用
を
与
え
、
跡
代
官
へ
は
、
翌
年
か
ら
の
入
用
米
・
金
を
給
与
す

　
　
る
（
楚
舞
鷺
聾

A
1
5
）
こ
の
ほ
か
多
方
面
に
わ
た
っ
て
、
代
官
所
経
費
支
給
仕
法
の
改
正
を
行
な
っ

た
。
　
こ
の
仕
法
改
正
の
直
接
の
ね
ら
い
は
、
幕
府
の
支
出
が
増
加
し
て
も
、
代
官
所

に
適
正
な
経
常
費
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
代
官
・
手
代
な
ど
の
下
町
・
腐

敗
を
防
止
し
、
（
難
民
収
奪
L
を
強
化
し
よ
・
つ
と
い
・
つ
目
的
か
ら
な
さ
れ
た
も
の

と
解
さ
れ
て
い
る
。

　
と
す
れ
ば
、
こ
の
支
給
額
の
割
合
が
果
し
て
そ
の
地
域
に
適
正
な
も
の
で
あ
っ
、

た
か
否
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
小
宮
山
昌
世
が
問
題
と
し

た
関
東
方
を
と
り
あ
げ
る
の
が
最
適
と
考
え
ら
れ
る
。

　
幸
に
江
戸
本
所
に
住
宅
を
か
ま
え
旅
棺
漸
醜
岬
短
蜘
鍛
舗
薙
動
）
、
武
蔵
・
相
模
・
伊
豆

三
国
で
六
万
七
千
石
門
を
支
配
し
て
い
た
日
野
小
左
衛
門
が
、
享
保
噌
○
年
一
〇

H
月
づ
け
で
勘
定
所
に
報
告
し
た
「
代
官
所
入
用
積
り
」
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　

っ
て
検
討
し
よ
う
（
第
5
・
6
表
）
。

　
五
万
石
支
配
の
た
め
の
人
件
費
は
二
七
四
両
二
分
と
七
〇
人
扶
持
、
諸
経
費
は

二
九
五
両
二
分
で
、
．
合
わ
せ
て
五
七
〇
両
と
七
〇
人
扶
持
で
あ
る
。
こ
れ
は
支
配

高五万石支配の代官所書員構成並経常費第5表

一
四

職　　　　　名 1人数 給 金　（1人当り） 給　　　与　（1人当り）

代　　　　　　　官 1 両分　　　両分 人扶持　　人扶持
元　　締　　手　　代 2 60．0　　（30．0） 10　　　（5　　）
並　　　手　　　代 8 160．0　　（20。0） 40　　　（5　　）
書　　　　　　　役 2 10．0　　　（5．0） 2　　　（1　　）

侍 3 10．2　　　（3．2） 3　　　（1　　）
勝　　手　　賄　　人 1 5．0　　　（5．0） 1　　　（1　　）
足　　　　　　　軽 1 3．0　　　（3．0） 1　　　（1　　）
伸　　　　　　　間 13 26．0　　　（2．0） 13　　　（1　　）

計　　1 31【 274．2
1・・（・人扶持一1石77・）

費 目 1金倒 内 訳

両分
検見につき道申入用費 50．0 代官・手代共の道中往来駄賃・木銭

検見時の在方逗留費 20．0 代官・手代共の飯米・雑用

米椿・廻米・払出改手代派遣費

闡纃ﾝ方派遣 費
20．0

Q0．0
ただし「入用被下臥巧妙之」

膿叢雛募赫法理めの道帷来駄賃．愚なa

飛　　　　脚 賃 30．0

筆。墨・紙・蝋燭代 40．0 筆6両、墨3両、紙23両、蝋燭8両

油　　・　　炭 代 15．2 油8両2分、炭7両

御役勤に付子用法 100．0
｛代官寄合時の入用、御用の手代の飯料、家修復料、家来塩味噌代、手代借地代、検見の旅支度など

計 1295．2　1

合 計

！
金

570両と70人扶持

原文は合計において金595両と90人扶持と誤算・誤記しあり。



五万石の外一万七千石下の経費第6表
高
出
支

二
等
人
1
5
1
1
両
∩
）
　
「
D
　
Q
り
　
4
　
8
　
4
ρ
U
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

1
7
9
4

別種

手　　　　代

書　　　　役

足　　　　軽

筆・墨・紙

3人
1

1

代

手代在方往来入用
油・蝋燭・炭自薦外雑用

計

「是ハ右五万石之外高壱万石二一五拾五両」

高
五
万
石
に
つ
き
金
六
〇
〇
両
と
七

〇
人
扶
持
と
い
う
規
定
よ
り
も
三
〇

両
少
な
い
。
ま
た
、
一
万
七
千
石
余

の
支
配
地
の
費
用
は
、
九
四
両
と
一

七
人
扶
持
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
規

定
額
一
〇
〇
両
と
二
〇
人
扶
持
に
比

し
て
六
両
と
三
人
扶
持
少
な
く
て
す

ん
で
い
る
。
両
者
合
わ
せ
て
六
六
四

両
と
八
七
人
扶
持
の
経
常
費
は
、
六

万
七
千
石
支
配
の
規
定
額
（
七
〇
〇

両
と
九
〇
人
扶
持
）
よ
り
も
三
六
両
と

三
人
扶
持
だ
け
少
な
い
わ
け
で
あ
る

か
く
て
日
野
小
左
衛
門
は
勘
定
所
に

つ
ぎ
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

　
御
代
官
所
高
六
万
七
千
石
余
論
入
用

　　

�
B
合
室
八
高
九
両
（
難
轄
実
）

　
　
　
　
八
拾
七
人
扶
持

　
右
之
通
米
金
二
而
御
役
二
項
、
少
茂
不
足
成
儀
無
御
座
候
以
上

　
以
上
に
よ
っ
て
、
享
保
一
〇
年
の
規
定
額
が
適
正
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

少
し
ば
か
り
ゆ
と
り
の
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
第
二
に
こ
の
改
正
仕
法
実
施
後
の
年
貢
納
入
状
況
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

　
第
7
表
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
年
貢
滞
納
・
負
金
に
よ
る
処
罰
は
極
め
て
少
な

く
な
っ
て
お
り
（
二
〇
年
間
で
四
件
）
、
し
か
も
こ
れ
ま
で
よ
り
処
罰
も
軽
く
な
っ

て
い
る
。
こ
の
仕
法
改
正
が
年
貢
滞
納
・
負
金
を
防
止
す
る
上
に
大
き
な
力
の
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
吉
宗
は
以
上
の
よ
う
に
足
場
を
固
め
つ
つ
、
い
よ
い
よ
本
格
的
に
幕
府
財
政
の

代
官
所
機
構
の
改
革
を
め
ぐ
っ
て

（亭保11～延亭2年）表罰処官代第7表

処罰四則職名 氏　　　名 処　　　　罰 処罰理由 史　　　料

亭保11．8代 官 岩手信猶 出仕をとどむ
支配下の農民、制禁を
ｨかし鉄砲をうつ

④　45巻P．500
G　1輯P．880

14，5郡 代 伊奈忠達
支配地を減じ出仕をと
ﾇむ

属吏、農民から不法に
Kを徴収

④　45巻P，500
B　5輯P．903

〃 代　　官 池　田　季　隆 免職
下吏の不正
E務怠慢

④45巻P．500
B2輯P．531

14．12 〃 野村作右衛門 追放
一　一

l罪 ④　45巻P．522
〃 小　林　平六 7 〃 〃

17．8 〃 小宮山　昌　世 支配地を減じ出仕をと
ﾇむ

配下の不正による職務

ﾓ慢 ⑧　8輯P．1027

19．7 〃 〃 羅は閉門 魏灘二二 ④　45巻P．661
L　8輯P．1027

〃 〃 奥　野俊勝 免職 職務怠慢 ⑬　7輯P．719
」　　19．12 内　山　愚将 家督相続延期

父高永代官在職時（享
ﾛ1～19）の年貢未清算 ⑧　2輯P．132

元文　2．10 郡　　代 伊奈忠達 出仕をとどむ 職務怠慢 ⑥　5輯P．903

4．3 〃 〃 〃
酒間の訴訟に等閑、上
ｮせず

〃

4．10 代　　官 池　田　富　明 〃 職務怠慢 ③　2輯P．530
保　1．10 〃 木　村　長　羽 閉門 免割の件で等閑の計い ⑧　7輯P。849

2．12 〃 小川　盈　長 出仕をとどむ
農民の訴えを断ずるの
ｪおくれた ⑧　8輯P。663

3．7 〃 近藤威興 〃 職務怠慢 〃　　　．　　．　一　一

3．11 〃 上　林　政武 免職 手代の越度 ③　7輯P．601
古　112 〃 野　　　古　武 〃 ④　46巻P　40
④はr増幕国史大系』を、⑧はr寛政重修諸家譜』を示す。

一
五



～

代
官
所
機
構
の
改
革
を
め
ぐ
っ
て

建
直
し
に
と
り
か
か
る
の
で
あ
る
。

　
　
（
1
）
　
『
御
触
書
寛
保
集
成
』
第
一
三
二
〇
号
。

　
　
（
2
）
　
（
5
）
　
『
徳
川
禁
令
考
』
前
集
第
四
、
第
一
＝
四
一
号
。

　
　
（
3
）
山
崎
隆
三
氏
「
元
禄
・
享
保
期
の
米
価
変
動
に
つ
い
て
」
　
（
『
経
済
学
雑
誌
』
四

　
　
　
　
八
巻
四
号
）
。

　
　
（
4
）
佐
々
木
潤
之
介
氏
「
慶
安
の
幕
政
改
革
」
　
（
『
幕
藩
権
力
の
基
礎
構
造
』
）
。

　
　
（
6
）
　
「
厳
有
院
殿
御
実
紀
」
巻
三
四
（
『
大
系
』
四
一
巻
五
九
六
頁
）
。
　
『
大
系
』
四

　
　
　
　
二
巻
三
三
一
頁
。

　
　
（
7
）
　
『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』

　
　
（
8
）
　
『
近
世
地
方
経
済
史
料
』
八
巻
三
九
三
頁
。

　
　
（
9
）
辻
達
也
氏
前
掲
書
一
五
二
～
三
・
一
六
〇
頁
。

　
　
〈
1
0
）
大
石
慎
三
郎
氏
前
掲
書
九
二
～
四
頁
。
辻
達
也
氏
前
掲
書
一
五
二
～
三
頁
。

　
　
〈
1
1
）
　
『
近
世
地
方
経
済
史
料
』
八
巻
三
九
四
～
五
頁
。

　
　
（
1
2
）
　
（
1
3
）
同
右
三
九
九
～
四
〇
〇
頁
。

　
　
（
1
4
）
大
石
慎
三
郎
氏
前
掲
書
九
五
頁
。
辻
達
也
氏
前
掲
書
一
五
四
頁
。

　
　
（
1
5
）
　
『
御
触
書
寛
保
集
成
』
第
＝
二
二
三
北
口
、
＝
二
二
七
号
。
　
『
徳
川
禁
令
考
』
二

　
　
　
　
＝
二
六
・
二
＝
二
七
・
二
＝
二
八
・
二
＝
二
九
・
一
＝
四
〇
・
二
一
四
一
・
二
一

　
　
　
　
四
三
号
。
な
お
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
代
官
所
経
費
別
途
支
給
は
代
官
所
に

　
　
　
　
対
し
て
だ
け
で
、
大
名
の
預
所
は
従
来
通
り
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
「
当
時
大
名

　　

@　

_
外
御
預
り
者
へ
籍
入
用
呆
覆
下
」
れ
た
の
で
あ
・
（
『
翻
県
治
譲
』

　
　
　
　
七
五
頁
・
『
海
舟
全
集
』
四
巻
一
二
六
～
七
頁
）
。

　
　
　
　
　
　
「
関
東
筋
」
と
は
関
八
州
に
伊
豆
・
甲
斐
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
「
関
東
方
」

　
　
　
　
と
は
関
東
筋
に
陸
奥
・
出
羽
の
東
国
筋
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
畿
内
筋
霊
臓
哨

　
　
　
　
舩
上
）
・
中
国
筋
・
西
国
筋
・
海
道
筋
・
北
国
筋
は
「
上
方
筋
」
で
あ
る
（
「
地
方

　
　
　
　
凡
例
録
」
・
「
地
方
要
集
録
」
・
「
徳
川
幕
府
県
治
要
略
』
・
』
質
地
一
件
』
）

　
　
〈
1
6
）
大
石
慎
三
郎
氏
前
掲
書
九
七
頁
。

　
　
〈
1
7
）
宝
暦
七
年
『
聞
請
文
証
之
書
記
』

　
　
〈
8
玉
）
こ
の
よ
う
な
事
情
が
、
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
三
月
、
年
貢
収
納
量
の
回
復
に

　
　
　
　
つ
と
め
る
勘
定
所
を
し
て
（
第
8
表
）
、
検
見
入
用
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
そ
の
他

一
六

第8表
驚米高
1，389，570石

1，365，060

1，435，541

1，393，529

1，395，682
1，305，650

1，414，290

1，303，930

1，488，360

1，466，215
1，500，691

1，621，980

1，465，486

1，608，354
1，551，345

1，365，049
1，392，391

1，461，986
1，343，51g　　i

1，462，706
1，334，481

1，670，819
1，533，133　　1
1，668，584　　…

1，492，492　　…

1，570，388　　…

1，419，558　　…

1，636，409

1，801，855
1，676，322　　1

享保　1
　　　2
　　　3
　　　4
　　　5
　　　6
　　　7
　　　8
　　　9
　　　10
　　　11
　　　12
　　　13
　　　14
　　　15
　　　16
　　　17
　　　18
　　　19
　　　20
元文　1
　　　2
　　　3
　　　4
　　　5
寛保　1
　　　2
　　　3
延享　1
　　　2
『日本涌政経済史料』1巻31～5

の
入
用
費
を
減
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
代
官
所
規
定
経
費
を
五
〇
両
つ
つ
減
額
し
、

総
計
二
千
五
百
両
を
拮
出
す
る
こ
と
に
ふ
み
き
ら
せ
た
と
解
せ
ら
れ
る
（
『
日
本

財
政
経
済
史
料
』
一
巻
九
〇
八
～
九
一
〇
頁
）
。

3
　
代
官
所
・
預
所
統
轄

　
寛
文
・
延
宝
期
を
境
に
社
会
は
転
換
期
に
入
り
、
綱
吉
が
将
軍
に
む
か
え
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

た
頃
に
は
、
幕
政
上
に
お
い
て
は
、
譜
代
が
主
導
権
を
に
ぎ
り
、
農
政
面
で
は
、

地
代
型
態
お
よ
び
権
力
の
志
向
に
お
い
て
は
「
百
姓
」
の
全
雪
余
労
働
搾
取
を
意

図
し
、
そ
の
実
現
に
つ
と
め
な
が
ら
、
現
実
に
は
生
産
力
発
展
の
成
果
と
し
て
成

立
す
る
「
剰
余
部
分
」
が
、
　
「
百
姓
」
の
手
元
に
一
般
的
に
残
留
し
、
も
は
や
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

れ
を
年
貢
と
し
て
全
面
的
に
吸
収
し
え
な
く
な
っ
て
い
た
。

　
こ
の
事
態
に
対
し
て
、
綱
吉
は
幕
政
面
に
お
い
て
は
側
近
政
治
と
い
う
、
変
則

か
つ
不
完
全
な
将
軍
独
裁
制
を
樹
立
し
て
将
軍
の
主
導
権
を
確
立
し
、
農
政
上
に

お
い
て
は
、
農
民
統
治
専
管
の
老
中
を
お
き
、
勘
定
吟
味
役
を
創
置
し
、
代
官
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

督
励
し
て
、
幕
領
統
治
の
刷
新
を
は
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
治
世
の
前
期
に
お
け

る
農
政
の
基
調
に
は
、
幕
藩
体
制
社
会
の
「
原
型
的
な
立
場
」
か
ら
対
処
し
て
ゆ

く
色
彩
が
つ
よ
か
っ
た
。
そ
れ
が
中
・
後
期
に
は
現
実
に
破
綻
を
し
め
し
、
新
し

い
事
態
に
対
処
す
る
、
農
村
を
軸
と
し
た
総
合
的
な
政
策
を
う
ち
出
し
え
な
い
ま

ま
に
、
そ
の
治
世
を
終
え
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
は
、
巨
視
的
に
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

れ
ば
宝
永
・
正
徳
期
を
す
ぎ
て
享
保
に
ま
で
い
た
る
。



　
以
上
の
よ
う
な
幕
政
・
農
政
面
に
み
ら
れ
る
特
色
は
、
そ
の
代
官
所
・
預
所
対

策
に
も
み
か
が
わ
れ
る
。

　
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
の
末
か
ら
翌
元
禄
元
年
の
春
に
か
け
て
、
幕
府
は
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

名
預
所
を
ひ
き
あ
げ
て
、
代
官
支
配
に
編
成
が
え
し
（
第
1
図
）
、
幕
府
の
意
志
の

貫
徹
、
権
力
の
強
化
を
は
か
っ
た
。
し
か
し
す
で
に
第
二
段
階
（
「
第
三
段
階
」
）
に

移
行
し
た
元
禄
期
に
お
い
て
、
口
米
に
代
官
所
経
営
の
財
源
を
お
く
旧
仕
法
を
も

っ
て
し
て
は
、
い
か
に
代
官
を
督
励
・
粛
正
し
て
も
、
と
う
て
い
所
期
の
目
的
を

成
達
し
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
正
徳
三
年
目
一
七
一
三
）
に
は
「
近

世
以
来
、
御
料
之
地
風
水
旱
等
之
剃
毛
有
之
に
も
あ
ら
ず
、
さ
せ
る
い
は
れ
も
な

く
し
て
年
々
の
御
月
毛
次
第
に
下
免
に
成
来
り
、
古
来
之
御
下
毛
二
引
合
せ
候
二
、

過
半
之
相
違
相
見
」
え
、
「
或
ハ
御
料
私
領
入
会
十
村
々
、
私
領
に
引
く
ら
へ
候
得

ハ
、
御
料
之
御
取
下
ハ
殊
之
外
に
丁
丁
之
所
も
有
之
、
或
ハ
私
領
之
村
里
御
料
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

に
成
候
後
、
御
取
毛
之
次
第
、
私
領
之
時
よ
り
ハ
年
々
に
下
り
候
所
も
有
之
」
と

い
う
、
逆
の
結
果
を
さ
え
ま
ね
い
た
の
は
、
け
だ
し
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
白
石
時
代
も
前
代
の
方
針
の
継
承
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
幕
府
は
正
徳
三
年

「
諸
候
公
邑
託
近
傍
各
藩
者
、
一
切
禁
止
」
す
る
方
針
を
再
び
う
ち
出
し
て
大
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

預
所
を
全
廃
し
た
が
（
第
1
図
）
、
代
官
の
督
励
・
粛
正
以
外
に
、
こ
れ
と
い
っ
た
、

新
し
い
事
態
に
対
処
す
る
代
官
対
策
が
と
も
な
わ
ず
、
問
題
は
依
然
と
し
て
未
解

決
の
ま
ま
に
享
保
期
へ
も
ち
越
さ
れ
た
。

　
年
々
の
取
上
は
私
領
に
お
と
り
、
旗
本
・
御
家
人
の
切
米
支
給
に
さ
え
事
欠
く

よ
う
な
幕
府
財
政
を
建
直
す
こ
と
が
、
吉
宗
の
当
面
の
課
題
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
た
め
に
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
六
月
、
幕
府
は
一
旦
廃
止
し
た
大
名
預

　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

所
を
復
活
し
（
第
2
図
）
、
松
平
吉
邦
に
越
前
で
十
万
三
千
石
釜
、
松
平
宣
維
に

隠
岐
で
一
万
二
千
業
余
、
榊
原
政
邦
に
山
城
・
大
和
・
播
磨
三
国
で
四
万
九
千
石

余
、
松
平
忠
雄
に
肥
前
・
肥
後
で
二
万
四
千
石
余
を
預
け
、
翌
六
年
閏
七
月
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

松
平
頼
豊
・
松
平
定
英
に
も
幕
領
を
預
け
た
。
こ
の
処
置
は
、
両
人
へ
の
達
書
に

（
1
0
）

あ
る
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
新
に
相
応
の
代
官
を
人
選
・
任
命
す
る
ま
で
の
、
暫
定

代
官
所
機
構
の
改
革
を
め
ぐ
っ
て

変遷の大名預所図1第
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変遷の所預名大図2第

代
官
所
機
構
の
改
革
を
め
ぐ
っ
て

会

南山

享
保
↓

的
・
補
助
的
手
段
と
し
て
と
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
樋
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
．
巧
）

　
諸
国
御
蔵
所
之
御
仕
置
は
大
切
之
三
二
候
処
、
不
三
者
成
代
官
は
手
代
ま
か
せ
に
も
致
置

　
候
哉
、
御
蔵
所
之
内
百
姓
困
窮
及
ひ
、
其
上
風
俗
よ
ろ
し
か
ら
ざ
る
義
共
有
之
趣
二
相
聞

　
候
、
今
度
新
規
二
代
官
可
被
仰
付
は
、
別
て
御
吟
味
之
御
事
二
型
得
共
、
不
足
之
義
候

　
条
、
追
て
相
応
懸
者
深
重
付
候
迄
ハ
、
何
れ
も
家
来
差
遣
し
、
御
年
貢
収
納
致
さ
せ
候
様

　
に
と
の
御
事
候

一
八

　
以
上
の
よ
う
な
応
急
処
置
を
と
る
一
方
、
幕
府
は
そ
の
財
政
を
本
格
的
に
建

直
す
べ
く
、
新
し
い
流
れ
に
対
応
し
て
、
勘
定
所
を
中
心
に
徴
租
機
構
を
改
革
・

整
備
し
て
、
年
貢
収
納
量
の
回
復
を
は
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
い
は
新
田
開

発
を
推
進
し
て
、
新
た
な
年
貢
賦
課
対
象
地
の
増
加
に
つ
と
め
、
あ
る
い
は
定
免

法
・
有
毛
検
見
取
法
を
施
行
し
て
、
「
百
姓
」
の
剰
余
労
働
の
吸
収
を
は
か
っ
た
の

で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
あ
る
い
は
夫
食
口
口
、
あ
る
い
は
年
貢
減
免
を
求
め
る
農
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

の
抵
抗
も
ま
た
激
し
さ
を
加
え
、
つ
い
に
は
享
保
一
九
年
八
月
幕
府
が
、
代
官
所

近
辺
の
大
名
に
対
し
て
「
領
分
近
辺
二
御
料
有
え
面
々
、
於
御
代
官
所
、
若
悪
党

等
有
之
、
人
数
も
入
門
一
節
、
当
地
え
申
越
日
延
引
目
時
分
、
少
々
一
儀
ハ
直
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

代
官
よ
り
可
申
達
候
間
、
相
応
人
数
可
一
差
越
候
」
と
応
援
を
求
め
ざ
る
を
え
な

く
な
る
ほ
ど
た
か
ま
っ
た
。

　
こ
の
農
民
抵
抗
の
昂
揚
に
加
え
て
享
保
末
の
凶
作
は
、
ふ
た
た
び
幕
府
の
年
貢

収
納
量
の
低
下
を
来
た
し
た
（
第
8
表
）
。

　
こ
れ
に
対
処
し
た
の
が
、
代
宮
対
策
に
つ
い
て
い
え
ば
、
さ
き
に
ふ
れ
た
元
文

元
年
（
一
七
三
六
）
三
月
の
代
官
所
経
費
の
節
減
で
あ
り
、
つ
ぎ
に
の
べ
る
代
官

所
・
預
所
の
統
轄
強
化
で
あ
っ
た
。

　
全
国
の
代
官
所
・
預
所
を
五
組
に
分
け
、
専
任
の
勘
定
奉
行
を
つ
け
て
そ
の
仕

置
を
監
督
さ
せ
た
。
勘
定
奉
行
に
与
え
た
「
代
宮
所
分
割
二
付
、
勘
定
奉
行
心
得

　
　
（
1
3
）

方
達
書
」
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

　
一
御
代
官
所
五
ツ
ニ
割
、
御
勘
定
奉
行
支
配
可
労
連
、
被
百
出
暗
事

　
一
支
配
分
ヶ
被
仰
付
候
付
而
、
御
勘
定
奉
行
第
一
可
相
心
得
儀
者
、
前
之
支
配
所
申
付
等

　
　
井
御
代
官
芸
事
之
品
一
同
二
可
承
之
、
尤
存
寄
無
遠
慮
可
玄
談
事

　
一
箪
普
譜
御
入
用
井
御
普
請
所
持
こ
た
へ
之
程
葺
く
吟
味
可
有
之
事

　
一
夫
食
島
外
御
漏
等
吟
味
可
入
念
事

　
一
汗
年
貢
皆
済
之
吟
味
丼
御
代
官
負
方
出
来
不
正
直
二
常
々
申
付
様
之
事

　
一
御
勘
定
奉
行
五
入
者
三
冷
年
、
又
者
五
介
年
程
二
一
度
宛
支
配
所
繰
替
被
仰
付
儀
可
有



　
　
之
事

　
一
御
代
宮
所
々
替
之
儀
、
他
之
支
配
之
御
代
官
之
内
よ
り
致
吟
味
可
申
上
候
、
尤
時
二
よ

　
　
り
一
支
配
之
内
二
而
も
繰
替
え
儀
可
申
上
事

　
右
之
趣
、
被
仰
出
三
条
、
可
被
得
其
意
候

　
こ
の
専
任
の
勘
定
奉
行
に
よ
る
代
官
所
・
預
所
の
五
分
割
統
轄
は
、
三
月
二
〇

日
つ
ぎ
の
よ
う
に
決
定
し
た
。

松
波
筑
後
守
支
配

杉
岡
佐
渡
守
支
配

　
　
池
　
　
田
　
　
新
兵
衛

　
　
疋
　
　
田
　
　
庄
九
郎

　
　
増
　
　
田
　
　
太
兵
衛

　
　
小
　
　
堀
　
　
仁
右
衛
門

　
　
千
　
　
種
　
　
清
右
衛
門

　
　
井
　
　
沢
　
　
弥
惣
兵
衛

　
　
八
　
　
木
　
　
清
五
郎

　
　
溝
　
　
口
　
　
出
羽
守

　
　
酒
　
　
井
　
　
左
衛
門
尉

　
　
牧
　
　
野
　
　
民
部
少
輔

　
　
　
　
（
羽
）

　
　
丹
　
　
波
　
　
左
京
大
夫

　
　
鈴
　
　
木
　
　
平
十
郎

［　

代
官
所
機
構
の
改
革
を
め
ぐ
っ
て

細
田
丹
波
守
支
配

神
谷
志
摩
守
支
配

［
劇
甚
騰
馨

　
石
　
　
原
　
　
半
右
衛
門

　
吝
〃
　
　
藤
　
　
　
劇
暑
六
郎

　
久
　
　
下
　
　
藤
十
郎

　
布
　
　
施
　
　
弥
市
郎

　
保
　
　
木
　
　
左
太
郎

　
岡
　
　
田
　
　
庄
大
夫

　
　
　
　
川
　
　
庄
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
忠
大
夫

　
　
　
　
　
　
　
内
蔵
助

　
　
　
　
　
　
　
伝
十
郎

　
　
　
　
　
　
　
越
中
守

　
　
　
　
　
　
　
平
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
善
大
夫

　
　
　
　
　
　
　
新
六
郎

　
　
　
　
　
　
　
甚
六
兵
衛

一
兀
近
由
［
漕
旧
右
衙
甜
門
伽
脚
績
唱
所

　
　
　
　
　
　
　
　
兵

　
　
　
　
　
　
聾
隔
籍
所

　
　
　
　
　
　
三
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
喜
八
郎

　
　
　
　
　
　
兵
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
直
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
権
六
郎

元
野
田
三
郎
剰
衛
門
御
代
官
所

　
　
　
　
　
　
勲
繭
御
預
所

　
　
　
　
　
　
主
殿
頭

　
　
　
　
　
　
加
賀
守

　　　ヨ　　　　　　　　　　　
　　　鶏　　　　奮
平平川野舘川沢　田島原岡盟田

門松二日頸回黒前池窪石平缶野原一千松江大関長

　　　　久　　谷

田三三守保　 川

一
九



代
官
所
機
構
の
改
革
を
め
ぐ
っ
て

石
野
筑
前
守
支
配

日大海曽石多伊
　　　　　羅
野草上根原尾奈

半
左
衛
門

四
郎
右
衛
門

清
左
衛
門

五
兵
衛

弥
兵
衛

太
郎
左
衛
門

小
左
衛
門

元
内
山
七
兵
衛
御
代
官
所

鵬
沢
髄
薙
荊
御
預
所

　
以
上
の
よ
う
に
代
官
所
・
預
所
の
統
轄
強
化
を
は
か
る
と
と
も
に
、
や
が
て
勝

手
掛
老
中
松
平
乗
邑
、
勘
定
奉
行
神
尾
春
里
の
も
と
に
、
ふ
た
た
び
年
貢
増
徴
政

策
を
強
力
に
お
し
す
す
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
辻
達
也
氏
前
掲
書
五
一
～
二
頁
。

　
（
2
）
安
良
城
盛
昭
氏
前
掲
書
＝
九
頁
。
佐
々
木
潤
之
介
氏
前
掲
論
文
。

　
（
3
）
辻
達
也
氏
前
掲
書
五
五
～
六
〇
頁
。

　
（
4
）
大
石
慎
三
郎
落
前
殴
書
五
六
～
⊥
ハ
五
頁
。

　
（
5
）
　
（
7
）
　
（
8
）
大
沢
元
太
郎
氏
「
近
世
の
預
所
に
就
い
て
」
　
（
『
歴
史
地
理
』
七

　
　
　
　
七
巻
二
号
）
。
　
『
高
取
町
史
』
二
四
〇
頁
。

　
（
6
）
　
『
徳
川
禁
令
考
』
前
集
第
四
第
二
一
一
四
号
。
『
御
触
書
寛
保
集
成
』
＝
二
一
四
号
。

　
．
（
9
）
北
島
正
元
氏
『
江
戸
幕
府
の
権
力
弓
造
』
三
三
一
～
二
頁
。

　
（
1
0
）
　
『
御
触
書
寛
保
集
成
』
第
二
九
二
九
号
。

　
（
1
1
）
大
石
慎
三
郎
氏
前
掲
一
二
七
一
～
二
八
二
頁
。

　
（
1
2
）
　
『
御
触
書
寛
保
集
成
』
第
＝
二
九
一
号
。

　
（
1
3
）
　
『
徳
川
禁
令
考
』
前
集
第
二
、
第
八
四
三
号
。
　
『
格
致
累
年
録
』
後
集
三
。

　
　
　
　
　
　
三
　
む
す
び
に
か
え
て

　
以
上
、
代
官
所
機
構
の
改
革
を
め
ぐ
っ
て
述
べ
て
き
た
が
、
こ
れ
を
要
約
す
れ

ば
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

二
〇

⑦
代
官
所
経
営
の
財
源
は
口
回
に
あ
っ
た
。
し
か
る
に
寛
文
・
延
宝
期
以
降
と

　
く
に
元
禄
期
を
中
心
と
し
て
、
生
産
力
の
発
展
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
農
民
剰

　
余
の
一
般
的
残
留
と
い
う
、
農
村
構
造
の
激
変
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し

　
て
こ
の
仕
法
が
、
寛
永
末
期
の
生
産
力
的
に
脆
弱
か
つ
不
安
定
な
小
農
経
営
に

　
対
応
し
た
中
勘
定
会
計
仕
法
と
と
も
に
行
な
わ
れ
た
。
こ
こ
に
寛
文
・
延
宝
期

　
以
降
次
第
に
代
官
の
年
貢
滞
納
・
引
負
が
続
出
し
、
い
か
に
か
れ
ら
を
督
励
な

　
い
し
粛
正
し
て
み
て
も
、
そ
の
成
果
を
期
待
し
え
な
か
っ
た
所
以
が
あ
っ
た
。

②
元
禄
・
正
徳
期
あ
る
い
は
全
心
墨
の
直
轄
化
を
こ
こ
ろ
み
、
あ
る
い
は
代
官
を

　
督
励
な
い
し
粛
正
し
た
が
、
新
し
い
流
れ
に
対
応
し
た
適
切
な
代
官
対
策
を
う

　
ち
出
し
え
ず
、
問
題
は
未
解
決
の
ま
ま
享
保
改
革
期
に
も
ち
越
さ
れ
た
。

③
享
保
改
革
期
に
入
っ
て
、
幕
府
は
幕
藩
体
制
社
会
の
第
二
段
階
に
適
応
し
た
代

　
官
対
策
を
う
ち
出
し
た
。
そ
れ
は
代
官
所
経
費
の
別
途
支
給
と
い
う
仕
法
で
あ

　
り
、
そ
の
支
給
額
は
適
正
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
以
後
代
官
の

　
年
貢
滞
納
・
負
金
は
少
な
く
な
っ
た
。

④
勘
定
所
を
中
心
に
徴
租
機
構
を
改
革
・
整
備
し
た
幕
府
は
、
年
貢
増
徴
（
回
復
）

　
を
強
力
に
推
進
し
た
が
、
こ
れ
に
対
す
る
農
民
の
抵
抗
も
ま
た
激
化
し
、
享
保

　
末
年
の
凶
作
も
ま
た
こ
れ
に
加
わ
り
、
年
貢
収
納
量
の
減
退
を
み
た
。
こ
の
事

　
態
に
対
処
す
べ
く
、
さ
ら
に
代
官
所
・
預
所
の
統
轄
強
化
を
は
か
っ
た
。

　
以
上
を
通
観
す
る
と
き
、
享
保
改
革
期
を
機
と
し
て
代
官
対
策
の
基
調
に
、
つ

ぎ
の
よ
う
な
大
き
な
変
化
が
あ
っ
だ
と
い
え
る
。
幕
藩
体
制
の
第
一
段
階
か
ら
第

二
段
階
へ
の
移
行
に
と
も
な
う
社
会
構
造
の
変
化
に
対
応
し
て
、
と
く
に
天
和
・

元
禄
期
か
ら
代
官
の
吏
僚
化
が
一
段
と
お
し
す
す
め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
ま
だ
地

方
統
治
の
成
果
を
代
官
個
人
の
手
腕
に
ま
つ
個
別
・
分
散
的
支
配
の
域
を
出
な
か

っ
た
。
こ
れ
を
止
揚
し
、
他
の
政
策
と
有
機
的
関
連
を
も
た
せ
な
が
ら
、
高
揚
す
る

民
衆
の
抵
抗
に
対
す
る
、
強
力
な
体
制
的
支
配
へ
と
、
そ
の
路
線
を
大
き
く
転
換
さ

せ
て
い
っ
た
の
が
享
保
改
革
期
の
代
官
対
策
の
基
調
で
あ
っ
た
。
　
（
3
9
．
1
2
・
1
2
）


